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                  1 は し が き

 林 木 の育 種 につ ぎ木 を計 劃 的 に 取 入 れ た の は スエ ー デ ン とデ ン マ ー クで あ る が,米 国,ソ 連 及 び

の欧 州 諸 国 な どに お い て も,林 木 の育 種 を対 象 と した つ ぎ木 は行 わ れ て い る。

 デ ンマ ー クに は現 代 林 木 育 種 の開 拓 者で あ り,林 木 のつ ぎ木 利 用 に つ い て最 もよ く科 学 的 に 研究

たLarsen氏 が あ り,ス エ ーデ ン で は そ のつ な が りを もつLindquist氏 とJensen氏 に よ り,つ

木 は 林木 育 種 の あ らゆ る 面 に応 用 さ れ る よ うに なつ た 。

 Lindquist氏 に よ り実 地 林木 育 種 につ い て啓 蒙 され た 我 が 国 の林 木 育 種 も,よ うや く軌 道 に 乗

全 国 的 な規 模 にお いて,大 々的 に 育 種 「1撲が 推 進 され て い る。 そ の 当而 の 重 要 問 題 の一 つ と して,

ツ,ス ギ,カ ラ マ ツ,エ ゾ マ ツ,ト ドマ ツを 中心 と した つ ぎ木 利 用 に よ る ク ロー ン の増 殖 と,採 種

採 穂,交 配 用 母 樹 林 の 育 成 とが あげ られ てい る。

 しか しこれ 等 の'F業 を 実り効 【勲 勺に す るた めに は 林木 の 育 種 に 応 用 され るつ ぎ木 も,果 樹 園 芸 に

い て み られ る よ うに,そ の 技 術 的 向 上 を 計 る こ とは勿 論 人 切 で あ るが,つ ぎ木 に よ り童,たら され る

質 並 び に 形態 的,生 理 的 影 響 に つ い て そ の本 質 を 明 らか に す る こ とは極 め て 市 要 で あ る。 これ らの

礎 が 得 られ れ ば ム 後採 種 園 の効 用 を 高 め,そ の 能 力 を 充分 に 活 用 し得 るで あ ろ う。
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れ らの こ とに つ い て は林 木育 種 の1飢 だ 諸 園 で は 多 くの 研究 が な され`CG'る の に・ 育 種 が実 地 林

 うっ され て か ら未 だ 日の 浅 い 本 邦 で は つ ぎ木 に 関 す る基Y料 は 極 め て 少 い。 本 研 究 の 対象 と し

 りあ つ か つ た もの はMetasequoiaと そ の 近 縁種 ・Pines属 ・Larix風Robinia属 で あ り・ 必

 も現 在 林木 育 種 の うえ で 重 要 視 され て い る もの ば か りで は な い が ・ これ らの 材 料 は 林 木 のつ ぎ木

 す る幾 多 の 未 解 決 の 問題 を 解 明 して い く うえ に ・極 め て 重 要な 盗 料 とな る もの と信 ず る・

 ずMetasequoiaを 巾 心 と して そ の近 縁 種 とのつ ぎ木 で は,つ ぎ木 の親 和 性 か ら類 縁 関係 を 究 明

 この よ うな 異 属 闇 の つ ぎ木 が 開 花 並 び に 栄 養 成長 に 及 ぼ す影 響 を し らべ,交 配 の可 能 性 とそ の 成

 持 続 性 に つ い て検 討 す る と共 に,つ ぎ穂 の 含水 率 の 変 化 や ア イ ソ トー プP32を トレ ー サ ー に 用

 ,っ ぎ木 に 関 す る生 理 的 要 因 を 追 求 しよ うと した もの で あ る。

 nus属 のつ ぎ木 に つ い て は,現 了i:要請 され て い る育 種 目的 に 適 応 す る よ う,台 木 及 び穂 木 の条 件

 え る こ とに よ り,開 花 並 び に 栄 養 成長 に 及 ぼ す影 響 と,つ ぎ木 利 用 に よる 交 配 につ い て 実験 を行

 共に,ア カ マ ツ,ク ロマ ツ台 が 外 国産 マ ツの台 木 と して の適 否 に つ い て検 討 し・ マ ツ属 育 種 へ の

 資 料 を 得 る こ とを 目的 と した 。

jrtyix属 の つ ぎ木 は既 に 林木 育 種 の進 ん だ諸 外 国 で数 多 く行 われ,交 雑,採 種 用 に使 わ れ てい る。

 本 邦 で も柳 沢 氏 な どに よ り多 くの 成果 が あ げ られ て い る。 本 実験 で は現 為 養成 され て い る外 国産

 マ ッの 開花 促 進 用つ ぎ木 の台 木 と して,本 邦 に適 応 す る台木 の選 定 とそ の 生育 状 態 を 調査 す る こ

 目的 と して始 め た。 ま た他 の つ ぎ木 試 験 の比 較 に も供 した。

'obinia属 はつ ぎ木 操 作 が 至 つ て 簡 単 で 活着 も良 い の で これ を材 料 と して,台 木 と穂 木 の組 合 せ を

 る こ とに よ り現 わ れ る栄 養 的 影 響 につ いて 調べ る と共に,つ ぎ木 を応 用 す る こ とに よ りRobinia

 造 園樹 又 は飼,肥 料 木 と して の利 用 価 値 を高 め よ う と した もの で あ る。

 実験 で扱 つ た 材 料 は多 種 にわ た つ てい るが,現 在 まで に 得 られ た 成 【艮に つ い て 一応 こ こに と りま

 て報 告す る。

 の研 究 を行 うに¥1つ て 御 理 解 あ る御 指 導 を 賜 わ つ て い る京都 大学 農学 部 教 授i二田 弘 一 郎 博 士,適

 る御 助 言 を い た だい た 大阪 市 立 人 学 教 授 三 木茂 博 上,京 都 大 学 演 習林 助 教 授 柴 田信 男 博 士 に 深 謝

 を表 す る と共 に,ア イソ トー プの 実験 に御 協 力下 さつ た,京 大 農学 剖 応 用 植 物 学 研 究 室 の衣 川 堅

  広 野 好 彦 氏 並 び に 取 纒 め に 御 力添 え 下 さつ た 大阪 市 人F工 学 部 の近 衛 廉[L,京 都 大 学 の谷 沢 充

 厚 く御礼 を 申上 げ る。

                H 材 料 及 び 方 法

 Metasequoiaと そ の 近縁 種 属

在 まで の研 究 でMetasequoiaの 近 縁 種 属 と して は, Sequoia, Sequoiadendron, Taxodium,

ptostrobusの4種 とやや 異 つ たCryptomeriaと の5種 が あ げ られ て い る。 本 実験 はMetase-

aをrl:心 と して,こ れ ら種 属 間 の 交五 また は相 互 の つ ぎ木 を行 つ た の で あ るが,つ ぎ木 の組 合 せ,

木 方 法 等 に つ い て の 詳 細 は既 往 の 報告(のへの)に述 べ て あ るの で ここで は省 異 す る こ とに す る。 つ ぎ木 は

年 か ら始 め,計 剖 的 な 実 験 に 入 つ た の は1954年 で あ る。 以 下 主 な 実 験 方 法 並 び に用 い た 材料 に つ

述 べ る。

開花 並 びに 成長 状 態 の観 察 調 査

と して1954年 に つ ぎ木 した もの の 成長 状 態 は,つ ぎ木 した 当年 よ り1957年 秋 まで毎 年11月 に上 長

と肥 大 成長(接 着部 及 び そ の上,下5cmの 部 分)を 測1し た。 開 花現 象 に つ い て は,そ の都 度 綿

襯 察 調査 を行 つ た。

つ ぎ木 後 の つ ぎ穂 及 び台 木 の 含水 率 の 変化
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 測 定 に 用 い た 材 料 は 台 木 と し て は.Metasegtcoiaを,つ ぎ穂 と し て はMetasequoia, SequOBq

Sequoiadendron, Taxodium, Glyptostrobus, Cryptomeriaの6種 を 用 い た 。 各 組 合 せ と も35オ
                                           し

調 査 対 象 と し,5本 宛 を ポ ッ トに 植 え た。 ポ ヅ トは1/50・000ワ グ ネ ノしポ ッ トを使 用,底 部 に砂 禾

入 れ,そ の上 に川 砂 を 入 れ て使 用 した 。 まず 台 木 を1957年2月 に ポ ッ トに定 植,4月23日 に第1表  ・

示 す つ ぎ穂 を用 い,6組 合 せ に つ い て 割 つ ぎ を実 施 した。

 台 木 に用 いたMetasequoiaの 大 きさ は長 さ 平均17.5cm,直 径0.37cmで あ り,つ ぎ穂 に用 いた   1

                                                    5

                  第1表 つ ぎ穂 の種類及び大 きさ                                                    1

     種 別 一i麟 岬 位置等穂驚1響 ・一一.一幽一一一.                 …… 一 一一 .一… 一  一 一 一 .  .一一一  一 一    熊

Metasequoin glyptostrobus Hu et cheng Mela. 2年 生 さし木苗 側     枝    7.0  0.33   華

Sequoia sempervirens E・dl・  Sequ.・ 年生播 鮪 講 穫根元 よ り …-io.一 ・亀 ・1

                                                        鵠i
Sequoiadendron giganteum B・・hh・1・・ Seq. d.7年 生 〃 側 枝 よ りの 小 葉 枝 8・0～9・0 0・21  講

                                                        ご購・

Taxorlium di・tichum Ri・h.    Tex・.2年 生 〃 主   軸  7.0 0.30  ?3yti

                                                        r」

Glyptostrobus heterophy〃us EndL     GIyp.  2年 生  〃        〃       7.0～8.0   0.3げ    .連 1、
                                                    「        て 譲
Cryptomeria japonica D・Don・    Cryp・ 1年 生 〃     〃    9.0～10.0 0.29'  3

                                                 !    津
               一 -7 -『 一一一                 '7-一一一一一        一一圃'一        ;む
     * 図表には この略記 号を川いた。                             ・1

類 と大 き さは 第1表 の 通 りで あ る。

 つ ぎ木 を行 つ た後 は上 部 を ポ リエ チ レン バ ッグで 覆

い,ガ ラス 室 内に 置 き1日1回,芝 本 氏 水 耕 液500cc

を 注 入,下 部 の ガ ラ ス管 に て 抜 い た 。

 水 耕 液 は1週 間 毎 に 新 し くつ く りか えた 。 つ ぎ木 後

9日 目 よ り7日 毎 に5回 に わ た り,1区4本 宛 試 料 を

と り各 組 合 せ ご とに,試 料 は 第1図 に 示す よ うに 接 合

部 に そ い J".に上,下 に 切 断,台 木 をsuとs1の 部 分

に 分 け,つ ぎ穂 につ い て は 同 図 の よ うにSL, SUの

部 分 に分 け て 生 重 量 を 測 定,70°C24時 間 で 絶 乾 重 量

を 測 り含 水 率 を 算 出 した 。

(3}ア イ ソ トー プに よ る実 験

 含 水 量 の 測 定 の場 合 と同一 の組 合 せ と した。 台木 の

Metasequoiaは 径8.Ocm,深 さ8.Ocmの 素焼 の ノJ・鉢 に あ

ら か じめ養 成 して置 き,穂 木に 流)いて はMetasequoia

は 当年 春 伸長 の緑 枝 を,Sequoiaほ か3種(じ)は1956年

春 ガ ラス室 内に て播 種 養 成 した 稚 苗 の 根 元 よ り上 を穂

木 と した。 な おSequoiadendronの 穂 木 は7年 生 実

生 苗 の 小葉 伎 を 用 い,1956年5月 ～6月 上 旬 に つ ぎ木

に よ り養 成 した もの を 用 いた,ア イ ソ トー プに よる 実

験 は次 の2つ の 方 法 に よつ て行 つ た 。

 (a) 根 よ り吸 収 させ る実 験

 1957年7月6日 ・♪ざ木 苗を 各 組 合 せ 毎に2本 宛 と,
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      っ ぎ木 しな いMetasequoia 2本 を鉢 上 り取 り出 し,根 部 を水 洗 した後,井 戸 水600cc+ア イ ソ

.   蓼 ブP82液(H3P3204)(2mc:500cc)30cc約120ｵcを 入 れ た 広 口瓶 に 根 部 を浸 し・48時 間 吸

,    監せ た後,よ く水 洗 し第1図 に 示 す よ うに 各測 定部 分 に 切 断,90°Cに て 乾 燥,絶 乾 重 量 を測 定 し,

、   「実NO3)2溶 液 を 加 え て電 気炉 に て灰 化 し・5N'HNO3で 添 解 ・ そ れ をCounting Capに と り,蒸

     ん 繰 し,放 射 能 測 定装 置 に て カ ウ ン ト数 を 測 定 した ・

1嘉)
(蕃謂 膿 欝 せのつぎ木吉f擶 舗 に,本、別に_の 対照、して,つぎ

    1な い もの各 区2本 宛 を用 い,ア イ ソ トー プP32の 溶 液(2mc:500cc)を 固 定 瓶 に 入 れ 苗木 の 高

    嘱 うよう脳 縞 さにつるし,・ の・r略 つぎ木齢 枷 艦 部を鎌 嫡 すると同時に浸 した。

    Yiの 数は各2～3)10月3日A・M・9～7日A. M・9ま での72時 間・paaを 吸収させた。試料の採

    引(ゆ)らカウン ト数の測定 までは実験(a)と 同じ方法によつた。

    1・P㈱ 属

    袴(りミ)嶺1ま鵬 ∵ 絹 鶴 を寵ltl謂麟1讐瓢灘 麗鷺喜鍛 撫
 無  D15-25年 生 個 体 か ら とつ た が,一 部4～5年 生 の ものか ら とつ た もの もあ る。 また 比 較 の た め に

    1ヵ マツ,ク ロ マ ツ及 び チ ョウ セ ン マ ツ等 の5葉 松 類(20年 生 前後)を も用 い た 。

     っぎ木 の 組 合 せ は 外 国産 マ ツの つ ぎ穂 を 樹種 別 に と り,樹 脂 導 の位 置 に よ リア カ マ ツ,ク ロマ ツ台

     阿れか を選 び 単独 につ ぐ場 合 と一 種 類 毎 に ア カマ ツ,ク ロマ ツ台 の 双 方 に つ ぎ,台 木 の種 類 を 変 え

     三とに ょ り,活 着 並 び に そ の後 の 生 育 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 試 験 した 。 組 合 せ の詳 細 は省 略す る。

     炉ぎ木 は1954-一'56年 の3回 に わ た つ て 行 つ た 。 つ ぎ木 した マ ツ の種 類 は1954年10種(3),1955年

     、(8),1956年6種(4)で あ る(括 孤 内 の数 字 は ア カマ ツ,ク ロマ ツの両 方 に つ い だ種 の数),

    凱 区のつぎ木 し林 数は・954-'55年 においては1区15本,・956年 においては25本つつである。

     aぎ木 を行 つ た 時 期 は各 年 と も2月 中,下 旬 ～3月 上 旬 で あ る。1954年 は 苗 畑 で の 居 つ ぎ,1955年    1讐

    論 つぎに したものをフレ弘 内に移植・1956年 は揚つぎ後ガラス室に移植 しb(・瀦 し蜻 し始め    

ヨ切 を苗畑へ定植 した・

    翔)ぎ穂は長 さ6～9cmと し,主 として枝つぎ法によつたが,一 部芽つぎを行つた。 つぎ木の方法

    1郵(ヘド)割つぎ法に よつた。1956年 はつぎ木 したものにポリエチレンバッグを覆つた。その他管理手入

    轡(サご)のマツのつぎ木の鵬 嚇 法( )雌じた・また1954囎 つぎの苗は195昨 春移植した・
    嘉 ・Larix属

    絹(セ)野県産 信 州 カ ラマ ツLarix leptolepisの2年 生 苗 を 台 木 として,そ れ にL. accidentalisを つ

    ゼ した。 つ ぎ穂(モ)としたL.occidentalisはWashigton大 学 よ り送 つ て きた 種 子 を1951年4月 に 蒔

     r成 した2年 生 苗で あ る。 そ うして そ の2本 か らつ ぎ穂 を採 取 して1953年4月2日 に つ ぎ木 した

    1きあ る。 つ ぎ木 の 方 法 は居 つ ぎ に よる切 つ ぎ の方 法 に よつ た。100木 つ ぎ木 して 活着一率 は70°0で あ

    ヤ 。活 着 した もの の 中か ら23本 を比 叡 山 の標 高800mの 山 頂北 斜 面 に1954年4月 植 栽 した 。

      Robinia属

    環撃呈;器翻 膿 窃 蕪こ認 、漂 驚 鰐饗 螺齢 饗慧窪f
     ?ぎ 木 の方 法 は揚 つ ぎ の 切 つ ぎ とし,1955-一'57年 の3回 に 亘 り4月10～16日 の間 に行 つ た 。 つ ぎ

     を行 つ た後 苗畑 に植 え込 む時,つ ぎ穂 が か くれ る程 度 に 土 を盛 り上 げ た。 そ うしてRobinia属 の も

 }騰 に献 よ卿 萌芽がはげ しいので,た えず7f:,し てそれ敏 去つた。     
,;一はA区 より1区 までの9区 とし第2表 に示したR .his$idaを 除いた6繍 垢 木を用い,

     勘 物 ほか6種 類をつぎ穂 として種々の組合せに よるつぎ木を行い,組 合せを異にする ことに

     一
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             第2表 Robinia属 のつ ぎ木 に用いた種類

                                        一

      種        名        略 記 号*     主   な   特   性

                          1^-2m{木 で叢生し伺枝を生ずる東繭
Rabinia hispirla

目黒一ナアカ。。)  R. h 篇 浴1耀 羅 淡難 闘 糖
                          ける。

鞍 摯。膨 努燃      .. 餓 醗 犠器 難 枝に剛 がある・一響 齋 艀 璽 磐嘱 浄
s°niana  RRβ 爵蘇 シアの変種で喬枇 刺はなし画

騰 燈 響 鰹 σ鑑 離 喫 瞥 。。ア)R.P. um亡 灘 識 纏 謬 備 薩欝 鐸一 一「.

 Ro5η'o Pseudoecacia vnr. unifoliola       R. P. zrn  ニセ ア カ シ アの 変種,刺 あ り。    卜

 Robinia p5θ認oθoασね 微 プ. sernperflorens     R. P. c  ニセ ア カシ ア の変 種,刺 あ り。       纂

                          高 さ12m内 外 の喬 木,記 械 に は托 葉 に時    露

R°biniavisc°se
・…   R. v欝 轍 書雛 欝 麟 1

                          す る。                 き
                    一一一一'一                                 鴇

    * 表にはこの略記号を川いた。                                 l
                                           a

                                           嚢               第
3表 台木及び穂木の大きさ                 '   1

                                        1      馨

      1     台        木      1    穂        木   '   1

  種 名 種  類r・acm・1太 。m・ 種  類 C。 c. 1
                 -一一 一1「 閲一 一.冒.

  R.h   -   一 一 辮 勝 林業試鵬 7.・ ・
       一一一.     一一一一一                        一   11

  R.・ 卿 三位の母樹より嚇 … 3^-15台 縞 ・[・jじ  …   甕
                                      一

 R.P. B  さ し木1年 生苗     100  1,5～1.8   〃        7.0  0・!

       一 一 一.一一一 一 一 一 一一一

       種 子交換によ り入手(ポ
 R.Pun  ル トガル,コ インブラ植   70  1.3～1.4    〃          7.0  0.1
       物園)1955年4月 播種苗                          _       一 一一一

       種子交換によ り入手(ド R
.P. S   イツ Eberswalde植 物  90  1.4～1.5    〃         7.0  0・!

       閲) 1955{F7 」]播下'T!fi1                             -一一.      一 一一 一_           _

 R.P. um ・年生さし隷 び坦櫛 ・・o.・ 一・・ 購 勝 聯 瀬 場 7.・as
           -一 _ _一__  _   ._   _一                                                                                         一

R.v 灘 総 嚇 剰 一 〇.・一・・ 繍 燃   7.・"
         . _. 一                                                                                                         .一..一 一

よりその成長状態に及ぼす影そ眺,開 花現象並びに主1枢鹸 び枝条部の刺の消ヲこと発現の程度との国

を調べた(つ ぎ木組合せの詳緬は実験結里の第7表 参照)。

                  皿 結果並 びに考察

                                                毒

 i栄 養成長に及ぼす影響                               1  -、.黙

1.Metasequoiaと その近縁種のつぎ木の生理                        '

つぎ木後のつぎ穂及び台木の含水率の変化
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2図 に示すようにつぎ木当初のつぎ穂の合水率(対 乾量%)は 台木に比べて一般に低いが つぎ

3週 間に至つて,つ ぎ穂,台 木 とも含水率は増加 し,そ の後 また漸減する傾向がみられる。

準四手 井
,岡 田の両 氏(の)はマ ツ の つ ぎ木 で,含 水 率 とP::sの 上 昇 との 聞 に 関 係 の あ る こ とを 見 出 し,150

 り上 に あ る もの にP32の 上 昇 した ものが 多 く,こ れ を 下 廻 つ た もの に はP32の 上 昇 を み な かっ た

とを述 べ,前 者 は 始 め 含水 率250961耐 麦か ら漸 減 し,つ ぎ木 後34日 頃 か ら200%位 で平 衡状 態 に入 る。

 上昇 はつ ぎ木:後18日 目頃 か ら活 発 とな り,顕 著 に」:昇 し始y)る の は20日 以 降 で あ る と述 べ てい る

とか ら推 測 す る と,本 実験 の最 終 測 定 日は つ ぎ木 後36日 に あ た り,活 着 の可 能 性 が 明 らか となつ た

 と云 え るの で,お そ ら く漸 減 状 態 に あ つ た含 水 量 も,こ の ころ に平 衡状 態 に 入 る ので は な いか と

 れ る。

1すなわ ち この実 験 で は各 組 合 せ の うち最 終 測 定 日(〈)ぎ 木 後36Fl の含 水 率 が150%の 線 を」廻 つ

いる もの は,Metasequoiaを 台 にSequoia, Sequoiadendron, Glyptostrobus, Cyyptomeriaを つ

 ・した もの であ り,Metasequoia, Taxodiunaを つ い だ もの は120%前 後 で あつ た。 また 対 照 と し

ゆぎ木 しな いMetasequoiaは 実験 当 初か1:・葉 の 含 水 率 は高 く400%で あ る。 尤 もこの 上 昇,下 降

 線 はつ ぎ木 した 各 組 合 せ の もの とよ く似 て い る。 つ ぎ木 した もの のSu, SLの 部分 の 含 水 率 もつ

 '後15日の 測 定 で 下 つ て い るが,そ の 後一L昇の 傾 向 に あ る。 この よ うに幹 軸 部 に 含 まれ る含 水,,,_は

  集 時 の瑞 境 条 件 に よ り多 少 の影 響 を受 け る もの の よ うで あ る。

 、測 定 日(つ ぎ木 後36日)の 含 永 率 が150%の 線 を」∴廻 つ て い る もの につ い て,対 照 のNletase一

  の含 水 率 を100と して,そ の割 合 を比 較 してみ る と,Metasequoiaを 台 にSequoiadendronで

 ,Glyptostrobus 76%, Sequoia 75%, Cη ヵ'o〃z6γ毎71%と な る。 四 手 井,岡 田氏 の 前 記 の マ

,の報 告 に よる と,っ ぎ木 後1ヶ 月後 に お い て 水分 の上 昇 能 力 はつ ぎ木 しな い もの に く らべ て,平 均

 %前 後 で あ る とい わ れ る。

 ぎ木 に よ る活 茄 が最 も順 調 に い くはず の 共台 の ル窺 σs2gπ吻 と,つ ぎ木 当 初の活 着 率 の比 較 的

酔Taxodiumの 含 水 率 が低 か つ た の は,ど の よ うな原 因 に よるか この実 験 で は判 然 と しなか つ た 。
1

?ぎ に1957年7月6日 ア イ ソ トー プP'を 根 よ り吸 収 させ る 実験 を行 つ た 。1956年5月 の つ ぎ木 苗

 ・いて,台 木 及 び癒 着 部 よ り上 の 含 水litを 比 鮫 して 計 る と,新 小葉 枝 で はSequoia, G硬'OS如 ∂鋸

,の もの よ りもや や 多 くなっ て い るが,他 の部 分 で は大 差 は なか つ た 。

 ぎ木 した 苗 の 生育 時 に おけ るP32の 移 動 と分 布
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P32の 実験 に用 いた つ ぎ木 苗 の生 育 経 過 に つ い て は 第4表 に 示 した 通 りで あ る。

          第4表 実験に用いたつぎ木苗の大きさ

(A)                          1956年5月8日 つぎ木

  つ ぎ木 の組 合 せ   」       供試苗の大きさ

台 木陣 木 栗翫 ㌦ 鍔 高一ざT/R
                           .一 一

       磁3∫αsθ4z娚㎏          6     0.64      0.60      22.5      0.79

       Sequoia            10    0.48     0.49     17.5     i.04

    ,     Sequainderutron       9     0.58      0,46       9. O      o.62M
etasequaia       T

axodium      I    9  1  0.57   1  0.65   1  25.1   1  1.42

       Glyptostrobus        9     0.39      0.61      28.8      1.25

       Cryptomeria        10     0.49      0.33       8.7      1.45

                                         1

(B)Control

                l  供試苗の大きさ  i

      種 名 聯 直一径1㌔ ・iT/R    -一 一.一一一一.一 一一一 一 一一一...一 一一 一 「一 

     Metasequaia         10      0.88       57. O        i.29

     Sequoia            10      0.53       26.3        1.28

     Sequoiaaerulron      10      0.90        19.0        1.09                          蒙                                             鷲

     Taxoctium          10      0.51       33.1        1.18                          妻                                         「    釜

     Gtyptostrobus       10      0.55       35.9        1.29                          耀                                         1                鴇

     Cryptomeria        10      0.37       14.3        1.21                  幽馬      、
                             一一㎜1 一

     註 Controlは 台 木 のMetasequoiaと 同年 令 の もの を 用 い た 。
                                             つ

       TR率 は各2本 宛の平均値で示 し(A)表 は7月6日,(B)        コ

      表は10月7日 の試料について,絶 乾重量比であ らわ した.           i   或

                                              建

(1)根 よ り吸 収 させ た 場 合

 根 か ら吸 収 したP32の 総 量 は第3図 に 示 す よ うに, Metasequoiaを 台木 にTaxodium, Segzu   l

dendron, Seruoia, G砂 ρ'OS∫ZOδπ3, Cryptomeriaの 順 に よ く, Metasequoiaは 最 も低 い 。 しか ピ    1

ここで知 りたいのは,各 組合せ間におけるつぎ木接合部の水液の通導の良否と,生 育 との関連性て

る・ すなわち縮 講 り上部に闘 卿 したP32の 量は・ つぎ木 した ものでは根か微 収 し桟  
i{

か らの比 率 で は,Cryptomeria, Sequoia, Metasequoia, Sequoiadendronの 順 に 多 く,こ れ ら`

の は水 液 の 上 昇 が順 調 に行 わ れ て い る こ とを 示 す 。 しか し この 場 合 上 昇 したP32が 下 降 す る こ と

考 慮 に入 れ る と,Cry$tomeriaはSLへ 停 滞 す るP32の 墨 が 多 い こ と と, Sequoia, S6σ%oJ協 卿

が吸収した総量において多いことからみて,実 際苗畑における成長の場合 と同じく,そ の順位は≠  弓

のMetasequoiaを 除 くと, Sequoia, Sequoiadendron, Cryptomeriaの 順 に よい こ とに な る。 "

 P32の 吸 収F3,は 多 い の に,接 合部 よ り下 に 多 く分 布 す るGlyptostrobusで はSL>suと な り,   彗

は そ の上 部 よ りP32の 集 積 が著 しい。 Taxodiumも 同 じ傾 向 を示 す も,同 一 時 間 内 で の根 部 か ら

psaの 吸 収 度 が劣 るた め か,癒 着 部 の通 導 に抵 抗 が よ り大 きい の か, SLへ 停 滞 す るp;,zの 量 が芽

suを 凌駕するに至 らない。                              '  鷲,

 つぎ木の親和性からみても,通 導の最 もよく行われる筈の共台であるMetasequoia/1惚'σs曜 多   1{

が吸収量が少なかつたのは,他 のつぎ木 したものに比べ,鉢 植にされた根がまわ り過ぎて,吸 収が

発達が阻害 され,こ れが根 よりの吸収の障害 となつたのではあるまいか,又 対照のつがないMeta
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擁 もやや こ う した 傾 向 に あ つ た よ うだ ・
【

l    E葉( )より吸 収 させ た 場 合

     第4,5図 に示 した よ うに,枝 及 び葉 の切 口 よ り吸 収 させ た 場 合 に分 布 す るP32の 量 は対 照 区(つ

     木 しな い もの)で はSequoia, Glyptostrobus, Metasequoiaに 多 い。 また根 部 に 集 積 したP32の

     臨1協 器 膿 》穿讐 器%翻 巽磁 滋 籠夏繋6°-°〉

1  夢4図 Metctsequaiaと そ の近 縁 種 の つ ぎ木 しない 苗 木 の 葉 よ り吸 収 させ たpsz(Counts/1g dryωt./minute.)

    rれ をMetasequoiaを 台 木 に つ ぎ 木 し た も の に つ い て 比 較 す る と,吸 収 さ れ た 総 量 に お い て は,

    μ砺α,Gゐ φ'os'70伽sが 最 も 多 く,次 い でMetase(1〃o勿, Sequoiadendron, Taxodium, Cyypttomeyia
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の 順 とな つ て い る・ またGlyptostrobus, Cryfitomeria・TaxodiumはSL(癒 着 部 上 部)に 集 積 した調

量 は そ れ よ り上 部 に分 布 したPatの 量 の20～24%を 示 し,他 の組 合 せ よ りも多 い。 この こ とは 実験(1}

の根 よ り吸収 のPSi 2の 移 動 分 布 とよ く似 て い る。

 葉 よ り吸 収 させた 場 合,根 部 に集 積 す るP32の 駅 ま吸 収 賦の割 合 か らみ る と, Sequoiadendronと   響

Cryptomeria Y・多 く・ついでTax・ 伽 … 燃 謝 一 蜘 ・頂に少な くな ・G脚 ・鱒 ;{・

に 最 も少 い。 しか も癒 着 部 を通 つ て下 降 す るP:zaのlllもGlyptostrobusに 最 も少 くてCryptomeria  ㌶

に 多 くTaxodiumが や や 多 いが 他 の組 合 せ で は大 差 が な い。

 以上二つの実験か ら・つぎ木苗の大 きさ及び生理的条件など・個体差による多少の相違はあるとし  誌 、
て も,総 体 的 に み て 次 の こ とが 云 え る ので はな いか と思 わ れ る。

a)Metasequoiaを 台 にSequoia, Sequoiadendron及 びCryptomeriaを つ い だ もの で は, Pisaの

根 か ら吸収 及 び 葉 及 び 枝 か らの下 降 状 態 が 円 滑 に行 わ れ て い る。 これ は癒 着 部 の通 導 に お い て生 理 的

に 障 害 な く行 わ れ て い る こ とを示 す よ うで,苗 畑 に おけ る生 育 結 果 と も よ く合致 す る。

b)つ ぎ木 後 の生 育 の よ くな いMetasequoia台 にTaxodium, Gzyptostrobusを つ い だ もの は癒着

部 に お け る水 液 の上 昇,下 降 に障 害 が あ る こ とが,こ の 実験 で判 朋 した 。 しか も,そ の障 害 は両 種 の

闇 で や や異 つ た 傾 向 が あ る こ とが 認 め られ た 。 す なわ ち,Taxodiumは 根 か ら栄 養 液 が上 昇 す る場

合Glyptostrobusよ りも癒 着 部 に お け る抵 抗 が大 きい もの の如 く,葉 か らの 下 降 はTaxodiumの 方

がGlyptostrobusよ り も比 較 的 抵 抗 が 少 な い よ うで あ る。 この よ うな 生理 的現 象 を 組織 学 的 に み れ

ばXylemの 癒 着 は完 全 で あ るが, Phloemの 組 織癒 合 に 不 安 定 な とこ ろが あ るた め か,外 部 形 態 か

ら見 て もMetasequoia台 にTaxodium, Glyptostrobusを つ いだ もの は活 着 後 生 育 す る につ れ て・

台木 よ りもつ ぎ穂 下 部 が 接 着 部 の上 で 肥 大 し,く び れ た よ うに な り,つ ぎ木 後2～3年 後 に 枯 死 す る  1

も のが 多い 。                                       、  '鰹

2,つ ぎ木 した 苗木 の 生育 経 過
                                              1

 Metasequoiaと そ の近 縁種
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 っ ぎ木 の活 着 並 び に 生 育 経 過 につ い て は,既 に 報 告(のめゆ)した とこ ろで あ るが,第6図 は 主 として1954年

っ ぎ木 した ものを 京 大 演 習 林 本 部 苗 畑 に,1956年 春 定 植 した ものに つ い て,つ ぎ木 した も の と,つ ぎ

木 しな い もの との 上長 成長 の 比 較 を 示 した。

 これ に よ る とMetasequoia/Metasequoiaが つ ぎ木 しないMetasequoiaよ り も す ぐれ,次 い で

Sequoia/Mθ'αsθ ρ%o勿 で,対 照 のつ ぎ木 しな いSequoiaよ りも は るか に 成長 の よ い こ と を 示 す 。

C磁'o〃z2吻/Metasequoiaは つ ぎ木 後2～3年 は対 照 のC脚'o〃z6z勿 よ りも,よ い 成 長 状 態 を 示

すが,4年 目 の秋 に は差 が 見 られ な くな る。Sequoiadendron/Metasequoiaは 実 生,8年 目のSequo-

iadendronの2倍 余 の成 長 を 示 す(図 版1(D～(8>,図 版 皿(1)参照)。
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 Taxodium/1吻'αSθg%0勿, Glyptostrobus/Metasequoiaの 組 合 せ の もの は つ ぎ木 後枯 死 す る もの が

多 く,供 試 本 数 が 少な い た め こ こに は記 載 を 省 暑 した が,こ れ らはい ず れ も台 木 のMet sequoiaの

枝 を 残 して 置 くこ とに よ り辛 う じて 生 育 して い る に過 ぎ な い。

 Taxodium/Metasequoiaは 台木 の側 芽 の 主軸 を 立 て,つ ぎ木 したTaxodiumと 両 立 させ て る こ と

に よ り両 方 と も同 じ よ うな 生育 状 態 に あ る もの もあ る。Glyptostrobus/Taxodiumは 共 台 のTaxo-

dium/Taxodiumよ りも生育 が よ く, Tακ04珈 溺, Gzyptostrobus閥 はMetasequoia よ りも両 者に

近縁 関 係 の近 い こ とを 示 す(図 版1(i:(5)(6),皿(1)参 照)。

 Metasequoiaと そ の近 縁 種 のつ ぎ木 にお け る,L長 成長 は,1955～'57年 に か け て つ ぎ木 した もの に

つ い て も同 じ よ うな 生育 経 過 に あ る こ とが確 め られ た 。
                                           v

 ア イ ソ トー プの 実験 に用 い た 苗木(1956年5∫1に つ ぎ木 した 苗木)と1956年6月 に つ ぎ木 水 耕 苗 の

生 育 状 態 は第4表 と第8表 に 示 した 如 く,1.!i木 のMetasequoiaが 小 さ い場 合 は 予想 に 反 し,特 に大

きな 成長 は 期 待 で きな い よ うで,つ が な い 対 照 の もの と大 差 が ない 。

 肥 大 成 長 に つ い て は第7図 に')1受した 如 く,接Tii部 の上,下5cmの 部 分 の測 定 結 果 で は,台 木 の方

が つ ぎ穂 の部分 よ り も肥 人 す る傾r貞]にあ る もの に,Sequoia/Metasequoia, Cryptomeria/Metasequ-

oia, Taxodium/Taxodium, Glyptostrobus/71σ κ0漉%吻 が あ る。 また,つ ぎ穂 部 が台 木 よ り もや や 肥     嚢

大 す る傾 向 に あ る ものにSequoiadendyon/Metasequoiaが あ る(図 版 皿(21照)。 この場 含対 照 とは    ヨ

な らな いが,実 生8年 生 のSequoiadendronが 根元 よ り5cmの 位 置 で,こ の部 分 が やや 肥 人 す る傾    詳

向 が 見 られ た 。

 第7図 の下 に1穫樹 園 芸 でJ:く つ ぎ 木 の 説 明 に 使

わ れ るWebber氏 の柑 橘 に お け る台 と穂 の 親 和

程 度 の 模式 図 を 示 して お い た が,こ れ に よ る と

C十1とC-1の 程 度 を 実用 的 に ほ1・ご完 全な る親 和

と し,十 また は 一 の 方 向 にi!f%":に従 つ て親 和 は 低

下 す る もの と した 。

 い ま これ を林 木 の つ ぎ 木 に 適川 す る こ とが.妥当

で あ る か ど う か は わ か ら/,,い が,Metasequoia

と近 縁 種 のつ ぎ木 の場 合,共 台 のMetasequoia/

MetasequoiaはCす な わ ちit.常 形で あ る び⊃に,

同 じ共 台 のTaxodium/TaxodiumはC+2位 に

なつ て い る。 同 じ共台 で も若 い台 木 に 成 木 の穂 を

つ ぐ とTaxodiumの 例 の,〕こうな場 含 もあ る の で

今後 実 験 をつ づ け 明 らか に した い。 そ の他 の もの

はC十1ま た はC-1か そ れ よ りや や 左 右 に か た

よつ た 程 度 で,接 着 部 の 肥 人 状 態 か ら み る と,

Metase(7π0'α とSe(7uoia, Se(7!40」αd8η470η, Cry一

ρ'0〃Zθ7毎 またTaxodium とGlyptostrobus と

の親 和 性 は 近 い もの の よ:)で あ る。Metasequoia

を台 にTaxodium, G砂 ρ'os〃oδ〃sはC-2～3の

肥 大 度 で ア イ ソ トープ に よ るつ ぎ木 生理 の項 で 述

べ た 如 く親 和性 は低 い もの と愚 わ れ る。

※ 水耕培養に よ り養成 した 台木につ ぎ木を行い水 耕のままで育てた もの。
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  っ ぎ木 苗の 生育 状 態 か らみ る と,Metasequoia台 にSequoia, Sequoiadendronを つ い だ場 合 の成

 長 は極 め て 良 く・ 次 い でCryptomeriaが あ る。 これ らの もの は接 着 部 及 び 台木 と穂 木 の 肥大 度 も正

 常 に近 い。Taxodium, G砂'OS'70伽Sは 活 着 率 も よ くつ ぎ木 当時 の成 長 は良 い の に 接 着部 に お い

}て ・つぎ繍 が撒 し,つ ぎ轍 ・-2欄 に概 するものが多く完全に・嫡 す・ものが少い・ しか
1 しGlyptostrobns/Taxodiumは 上 長,肥 大 成長 と も順 調 で あ る。

  っ ぎ 木 の親 和性 か らみ たMetasequoiaの 類 縁 関係

  実験 当 初 の 目的 で あ る,親 和 力 か らみ た 類 縁 関 係 の 究1明に は,な お 多 くの実 験 を行 わ ねば な らな い

 が,現 在 ま で判 明 した とこ ろ で はMetasequoiaに 近 い もの と してSequoia, Sequoiadendronの 群

 が あ り,Taxodium, Glyptostrobusと が1群 とな る。 ス ギは これ らの群 とは離 れた 群 に 入 る も の と

 思 わ れ る。

  この こ とは 引 田氏(の)の葉 の 構 造 か らみ た分 類 や 肥 田女 史(ひらユの)の根 の原 初木 部,仮 導 管及 び球 果 の形 態 な ど

 の分 類結 果 か ら,Metasequoiaは ス ギ科 内 のSequoia, Sequoiadendronと 同一 群 に属 す る もの と一

 致 す る。

  i量F)inns属

  1954年 ～1956年 の3回 にわ た る各 年 に お け るつ ぎ木 の 活 着 状 態 の 詳 細 に つ いて は省 略 す るが,1954

 年 の居 つ ぎ の 活着 成 績 は ア カ マ ツ台 で は各 組 合 せ の 平 均 は40%前 後 で,最 も よか つ た のが,P. Kora一

 伽sな で73%,悪 い の で はP.strobesの20%で あ つ た。 これ に 対 し ク ロ マ ツ台 で は 平 均73%,よ い

 ので はP.Koraiesis, P. strobesが85%の 活 着 率 を 示 し, P. Bungeana 82%, P. pinnster 73%,

 P.caribaea 60'ioと な る。 ま た組 み合 せ を ち が え た 実 験 に お い て み る と,同 一 樹種 を ア カ マ ツ,ク ロ

 マ ツ台 に つ い だ もの で は,P. Koraiensisの 場 合 ア カ マ ツ台 で73%,ク ロ マ ツ台 で は90%, P. Bun-

 geanaの 場 合 は ア カ マ ツ台 で33%,ク ロマ ツ台 で87%と な りク ロ マ ツ台 の 方 が アカ マ ツ台 よ り活 着

   第5表 アカマ ツ,クR?ツ 台に外国産マ ツをつ ぎ木 した時の活着率

                     1956年2月 つ ぎ木

   つ ぎ木 の 組 合 せ           1     旨

嘱 木 濾 … ズ つぎ木本㌔ 瀦 本数1瀦 率%
       一幽 一1-_一_ヨ ー1

       P.Banksiann  25  7 1 28
       P,Bungeana   l   25       18       72

       p,edulis         I     25     1      7     1     28

P.densijlora        P. rigida               25            4           16

       P.strobes        I     25     1      8      1     32

       P.tabutaeformis         25           13           52

       P. Taeda         l     25     1      4      1     16
        .一 一 一

       P.densiflora            25          16          64

   C°nt. P. Thunbergii  25  0  0-一..圃 匿"一 一一一一 一...圃 一一一一 一.一 一 一
                       I

       P.Banksiana     I     25     1     17     1     68
       P. Bungeana             25             20             80
       P.edulis          I,      25      1     13      1     52
P. Thunbergii      P. rigida               25            0            0

       P.strobes    I   25   1  15   1  60

      1 P.tabulaeformis         25           21           84

      i       P. Taeda          I      25      1      5      1     20
      -一 一

       P.densifl°raCont. P. Thunbergii・1: …1§
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率 も高 く,そ の後の成績 もす ぐれている。

 こころみに次に1956年 のつぎ木活着成績を第5表 にかかげる。

 この場合ガラス室内の場所の関係で,つ ぎ木苗の配列は不均衡であつたため,そ の影響が活着成績

にも現われているが,つ ぎ穂親の年令が高いものの,揚 つぎの成績 としては総体的にみて,か なりの   死

成績を得たもの と云える。 しかし,苗 畑への移植が5～6月 の両月にわたつたため,時 期的に悪 く枯

死するものが多かつた。

 1954～'56年 におけるアカマツ,ク ロマツ苗を台木に外国産マツをついだ ものはつぎ木の不親和によ

るのか,ま たは接着部の癒合不完全によるのか,原 因は明らかでないが,活 着後生育過程において枯   /,

死するものがかな り出た(第14表 参照)。 枯死率は全般的にみて,ア カマツ台の方がクロマツ台より

も高かつた。 またつぎ穂の親の年令が高いものが,幼 令のものよりも枯死率が高 く,ま た例外はある    華

が針葉の数が多いものに枯死率が高かつた。 これは橋詰氏(エリ)の実験結果 と似ている。 すなわちPines    (ゑ)l

属の種間つぎ木の親和性は交雑の場 含ほ どに明らかでないが,針 葉数その他による遠近があるのでは    態

あるまいか。                                           篶

 上長成長について1954年 つぎ木の例を第8図 及び第9図 に示 した。すなわち,第8図 のように幼令    1

木の穂をクロマツ台についだP.caribaea, P. Pinasterは,つ ぎ穂親の母樹年令が高い他 のもの よ    馨

り上長成長がす ぐれている(図 版 ●(`?'(3)照)。 しかし,こ の場合同一棚種を年令別ならびに種類別 '  (ミ)1

に分けていないので確定的なことはそえない(特 に前記のマツは現在までの ところ,幼 令期の成長が

す ぐれ て い る。 な か で もP.caribaea等 は短 伐 期 の マ ツ と して最 近 特 に注 目さ れ て い る)。       1

 同一 樹 種 で も台 木 の種 類 が 変つ た場 含の成 長 経 過 に つ い て は,第9図 に 示 した よ うに ク ロ マ ツの 方   '昌

がや や 良 い よ うで あ る。

 1956年 っ ぎ木 の アカ マ ツ,ク ロマ ツの 共台 のつ ぎ木 及 び ア カ マ ツ,ク ロマ ツ台 にP.tabulaeformis
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P.Taedaを つ い だ もの に つ いて,そ の成 長 状 態 を比 較 した もの が第10図 で あ る。

 これ に よる とこ の6つ の組 合 せ 間 の成 育 状 態 は,現 在 の と ころ 共台 で はP.丁 勧 舶 ε㎎ ガ/P.Thun-

bergiiの 方 がP. densiflora/P. densifloraよ りも直 径 成長 に お い て す ぐれ て い る が,上 長 成長 は大

差 が な い 。P. tabulaefoymisは ア カ マ ツ,ク ロ マ ツ台 との間 に 差 が な いが, P. Taedaで は ア カマ ッ

台 が上 長 成長 が 良 い 。 この場 合 台 木 と同 じつ が な い ア カ マ ッ は高 さ51cm根 元 直 径1.7cm,ク ロマ ッ

は高 さ59cm,根 元 直径1.8cmと な つ て い る。

 Pines属 のつ ぎ木 接 着 部 と台 木 及 び つ ぎ 穂 部 の 肥大 経 過 に つ い て は,第10,11図 に 示 した 通 りで

あ る(図 版N参 照)。

 Pinus属 の つ ぎ木 で はつ ぎ木 後2～4年 目位 で は,接 着 部 の 肥 大 が 台木 及び つ ぎ穂 部 を上 まわ つ て

い る事 が わ か る。1954年 の外 国産 マ ツ のつ ぎ木 の 肥大 経 過 は 第11図 に 示 す よ うに,つ ざ木 後4年 目の

生育 の 良 い もの で,台 木 よ り も接 穂 部 が 肥 大 傾 向 に あ る もの と し て,P. caribaea/P. T1膨 肋6㎎ 公4

P.Koraiensis/P, densifloraが あ り,台 木 の 方 が 肥 大 す る ものにP. tabulaeformis/P. densiflara,

P.Banksiana/P. elensiflora等 が あ る。 P.$inaster/P.丁 肋 η加 ㎎ 〃 は接 着 部 が肥 大 し ゴ ール状 に

なつ た もの は枯 死 」昌る。 第 ⊥0図の1956年 つ ぎ木 の 肥 大 状 況 は1954年 つ ぎ木 と同一 傾 向 に あ る の で考 察

は差 しぴ か え て お く。Pinus属 の つ ぎ木 で もMetasequoiaの つ ぎ木 と同 じ く接 着 部 が 異 常 肥 大 す る   曇

もの や,台 木 よ り もつ ぎ穂 部 が肥 大 す る場 合は枯 死 す る もの が 多 い。 この よ うな 現 象 とPinus属 の

つ ぎ木 親 和 との 関連 性 につ い て は 今後 の研 究 に また な け れ ば な らな い 。

 iii   Larix  属

 山 地 植 栽 され た23本 のL.occidentalis/L.1⑳ 云01砂な に つ い て,無 作 為 に9本 を選 び そ の成長 経 過

を 調 査 した 結1具を第6表 に 示 した。

            第6表 L,occidentalis/L, leptnlepisつ ぎ木 苗 の 成 長経 過

釧 ・補聾・聡 薦{蕊1熱 宮径藷 灘1融 摩                        一 一一.一.一 一 一一

1.40.97.065.085.0123.5154.04.3(100)4.1(95)3.4(79)i170.O
                                              I

 註 1957年11月 調 査,i1径 は接着部 とそのL,下 各2cmの 部分の測定値 であ る。( )内 の数値は台木の直       1

   径 を100と した場合の比率 を示 した。

 第6表 に見られる如 く上長成長の平均170cm,そ の最高193cm,最 小143cmで ある。 また同 じ場

所に植えられたつぎ穂親の1951年 播種のL.occidentalisは237cmで あ り,同 令の信州カラマツは

203cmで あつた。                                           記

 台木及び接着部の肥大状況は正常で,接 着部は僅かに幹の周 りに細 く線状に見られる程度であつた

(第12図 参照)。

 Larix属 の種閥のつぎ木接着部の組織癒合が極めて良いことは,こ の若いつぎ木苗の一例では資料

にとぼ しいが,他 の多 くの実験の報告か ら見て,つ ぎ木が容易なことと,種 闇交;'4fが容易で育成され

た雑種 の成櫛 痕 いのと正・・相関にある こ とが処,れ る。Larixの つぎ木はデ。マー燕 もつぎ木

し易い ものとされ・大量のつぎ木が行われている。1949年 のつぎ木の例では居つぎで1940本 ついで67   :

%の 活着率を示 している。 また,採 穂用や開花を持続する目的のためには胸高直径5～10cmの 台木

につがれる。つぎ木苗の成長 もよい。                             ・



L IV  Robinia 属

 1956年^-1957=の3回 に 亘 るつ ぎ木 試 験 の活 着 状 況 並 び に 生育 状 態 は第7表 に 示 す 通 りで あ る。
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            第7表 つ ぎ木の組合せ と活着率

                                 

つ ぎ木 瀬 つぎ木の飴 せ つぎ木 瀦 率 平均厳 台木酪3撚 締 径 つぎ榔 直径
年1]f3附 台 木 穂 木 本 数 % cm cm l cm  cm

-_一..一 ■.-一 一 一  T .一 一

 1955A.;R.h 23・ 87・663・ ・(・…!欠 測 …(59)
 4.11～15                  」R.v         65      56     210    3.2(100)       〃       2.23(70)
                                 -

          R.h    100   95  欠測  欠  測    〃    欠  測

、1956.10^15B.. R. P. um ・・ … 〃  〃  〃  〃
          R.v      130    82    〃      〃       〃       〃
    一一

          R.P      15   100   172  1.8(100)  2.4(133)  1.5(83)

          R.P. s    15   100   165  2.0(100)  2.6(130)  1.7(85)    CIR
.P.B          R

. P. un      15      100      188    2.6(100)    2.9(112)    z.0 (77)

          R.v         15      93     180    2.3(100)    2.7(117)  1 1.8 (78)
                             i-一一

    DR.P.umR.P  15 20 1061.5(100)1.7(113)1.6(107)
                             「

      R.P. un    R. P.2`〃2    15      60      85    1.5(100)    1.6(107)    0.9 (60)

    E  R.P. S   R. P。 um    15   100   114  2.1(100)  2.4(114)  1.8(86)

      R. v         R. P. um      15      100      111    1.8(100)    2.1(117)    1.4 (78)

 1957 'S6R.v R.v  15 601952.1(100)2.3(110)1.9(90)_/R.P.B
    r

4」 °～16 R .v '56R.v/R
.P.B 15 67 1・7・.・(1・ ・)・.1(117)1.・(89)

   1  -

   1・R.・ '56R.v/R.P.B 15 1・・ 1812.・(1・ ・)・.・(・ ・4)・.・(72)
                         1

      .;'56R.v/R.P.B ・5・ … 792.・(1…1・.・ ・78)1.9・83・
    H

      R.P. um'56 R. v/R. P. B:・58・16・2・6(1・ ・・ …(115・ ・…77・                              .一.-

     1. ; R.v  15 1・・ 185 2.6(1・・)2.8(1・8)2.・(77)

    I l R.P. B    R h         15      80      95    1.7(100)    a.1(124)    1.2 (71)
                         I

      R.P. um R. h  15 100 60 1.5(100)i1.6(107) 1.1(73)一      一  r-         一一   .    一     一     一                                                                           一 __ 一__              一一 . 一         .一一            _一

 註 '56R. v/R. P. Bは,1956年 春 つ ぎ木 生 育 し た もの を 穂 木 また は台 木 に 用 い た もの。 調 査 は 各つ ぎ木

  年 と もそ の年 の11月 に行 つ た 。 ()内 の 数 字 は 台 木 のiii径 を100と した 場 合 の 比率 。

 活7L1に つ い て 簡 単 に 記 せ ば 一 部 の例 外 を除 き,種 聞 の組 合 せ よ り も同種 内 の 変種 閥 の組 合 せ の方 が

高 い よ うで あ る。

 上 長 成長 に お い てはR.P. umbraculiferaを 台 木 また は穂 に 用 い た 組 合 せ と, R傭 餌吻 を つ い

だ もの は,他 の組 合 せ よ り も成 長 が 劣 つ た。 そ の 他 の 組 合 せ で は多 少 の 差 は友,るが何 れ も」長 成長 は

す ぐれ て いた 。 しか し,灌 木 性 のR.漉 砂 認 σ をR.Y. Bessonianaに つ ぐ とつ ぎ木 当年 は通 直Y'

1.6mに 近 い仲 長 を示 す こ と と,喬 木 性 の台 木 に つ が れたR. P. umbraculiferaが か な りの⊥長 成長

を 示 す。

 Robinia属 の 各 組 合せ 間 のつ ぎ木 に お け る 台木 と,つ ぎ穂部 及 び接 着 部 の 肥 大 状 況 は第7表1こ 示す

よ うに,R. pseudoacacia/R. P. umbraculiferaを 除 い て は台 木 に 比較 して つ ぎ穂部 の 方 が 細 く,接  1

着 部 が や や 肥 人 す るほ か 正 常 な 形態 を 示 す。

1955年 の つ ぎ描 ・理 大・伏況 を 見 る とb脹 を続 け る}・従 いR.1、 煙 肋/R.P. Bess・nianaは 台 木

の方 が 肥大 す るが(第16図 参 照),他 の組 合 せ で は正 常 形 とな り接T部 の見 分 け はつ か な くな る。



 3 つ ぎ穂 親 木 の年 令 と台 木 の種 類 が 成長 に 及 ぼ す 影 響

 つ ぎ木 苗 の生 育経 過 の項 で も述 べた 如 く,つ ぎ穂 親 の年 令 が つ ぎ木 した もの の,栄 養 成 長 に 及 ぼ す

喫 に つ い て
,Metasequoiaと そ の近 縁 種 の つ ぎ木 に つ い て,1957年 秋 の 成長 か ら検 討 して み る と,

'qu°ia/Metcrsequ・ 伽(ニき))場合余 り差 は認y・ られ な か つ た ・1955年 つ ぎ木 の例IFL:る と・ 成木(31年

、、)よ り採 穂 の もの は平 均 高1.6m,苗 木 よ りの もの は1.56mで あつ た 。 Taxodium, Gzyptostyobus遭 尾

・つ ぎ穂 とした場 合 は成 木(31年 生)の もの よ り も,苗 木 よ り採 穂 した もの が 成長 が よか つ た。
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 す な わ ち,1956年 のTaxodium/Taxodiumで は 前 者 の つ ぎ穂 の も の は平 均50cmで あ るの に 対 し,

苗木 よ り採 穂 せ る も の は92cmで あ る。1956σ 砂 ≠os'm伽 ε/Taxodiumの 例 で は苗 木 よ り採 穂 せ る

も の は80cmに 対 し,成 木 よ りの もの は55cmで あ つ た 。 つ ぎ木 苗 の数 が 少 くな い の で数 字 は あ げ な

い が α ψ'0舘70伽S/Metasequoiaも こ うした 傾 向 が 見 られ た 。

 1955年Cryptomeria/Metasequoiaの 場 合2～3年 生 実生 苗 を つ ぎ穂 した もの は,130cmに 対 し ク

ロ ーン よ りの もの は95cmで あ る。

 台 木 の種 類が 成長 に 及 ぼ す 影 響 で はMetasequoaaと そ の近 縁種 の つ ぎ木 で は,落 葉 性 の 台 に 常緑

の もの をつ い だ 場 合 は生 育 が よい が,こ の逆 のつ ぎ木 は悪 い傾 向 がみ られ た。 す な わ ちMetasequoia

台 にSequoia, Sequoiadendron, Cryptomeriaを つ い だ場 合 生育 が 良 い が,こ の 逆 のつ ぎ木 は悪 い。

横山,前 田罠ぽスギのつ ぎ木で実生苗台 とさし木苗台とを使つて比較 した ところ,さ し木苗台がよく

活着 し,実 生苗台のものは活着がやや低かつた と述べている。

 Metasequoiaと 近縁種のつぎ木の対照 として,ス ギの成木よりのつぎ穂を2～3年 生のスギ台に

ついだものは,つ ぎ木後1～2年 の成長は余 り:芳しくないことなどから,ス ギのエリー トより採穂す

るつぎ木は,成 長旺盛な台木につぐことが必要のように思われる。

 これまでに述べたことは,異 属間のつぎ木が主であるが,Pines属 のつぎ木では,ア カマツ,ク ロ

マツ台に各種のマツをついだ場合,つ ぎ木 苗の生育経過の項にてもふれた如 く,つ ぎ穂親木の年令が

成長に及ぼす影響について比較するには未だ資料にとぼしいが,成 木より採穂 した ものの方が幼令の

ものより栄養成長が劣 り,開 花が早まる傾向が認められた。

 アカマツとクロマツ台の何れが強勢台木(栄 養成長に作用する)と なるかは判然 としないが,ク ロ

マツ台の方がやや強勢に作用するのではないかと思われる。

 兵庫県宝塚市山本辺では,庭 木又は盆栽用に業者がついでいる台木はクロマツ台である。五葉松,

錦松等の盆栽用園芸品種 のつぎ木は一般にアカマツ系のものはアカマツ台に,ク ロマツ系のもの略1

ロ マ ツ台 に つ が れ るの が 普 通 であ る。 これ らの こ とに つ い て詳 し く実 験 した 報 告 は 少 い が,前 田氏 は

ク ロ マ ツ台 の 方 が 有 利 で あ る と述 べ,斉 藤 氏(ユの)は外 国産 マ ツ の枝 つ ぎ と芽 つ ぎ に お い て台 木 が ア カマ ツ

で あ るか,ク ロマ ツで あ る か に よ り活 着 率,及 び 成長 駄は 差 は な い と述 べ て い る。

 マ ツのつ ぎ木 に は国 内 に お い て も古 くか らい くつ か の例 が あ る。 アカ マ ツを つ い だ もの で 筆 者 の知

る と ころで は,京 都 市 一 乗 寺 詩 仙 堂 庭 園に,ク ロマ ツ台 に ア カ マ ツ を つ い だ つ ぎ木 成木2本 が あ り,

そ れ をJUる と ク ロマ ツ台 の方 が 強 勢 台 の よ うに 思 わ れ る。

 こ の よ うな老(X)令木 のつ ぎ穂 は活 着 率 が低 く,そ の 後 の 成長 も悪 い こ とが 知 られ る。

 ス エ ー デ ン を始 め実 地 林木 育 種 の進 ん だ 諸 国 で は,エ リー トな どの つ ぎ木 で 多 くの成tが あ げ られ・

実 験 的 に ご晟 長 の遅 い倭 性(例 マ ツの つ ぎ木 にP.montana台 を 用 い る)の 台 木 を用 いた り,つ ぎ

穂,台 木苗の老幼についての吟味された報告 も多いが,つ ぎ木初期の成長差がその後実用的に どのよ

うな影響をあたえるかについての報告は少いようである。

4.つ ぎ木が根群の発達に及ぼす影響

 林木のつぎ木苗の根群の発達は,つ ぎ木したことに よりどのような景多響を受けるものであるかは・

極めて興味ある問題であるが,つ ぎ木後かな り長期にわたる調査が必要である。本実験では未だ計画

的な調査を行 う段階に至つていないが,他 の実験調査の都度調査 したTR率 その他について述べるこ

とにする。                                       ・

 Metasequoiaと そ の 近 縁種 に つ い て は,前 述 の第4表 ア イ ソ トー プ の実 験 に用 いた つ ぎ木 後1年

 ※ この母樹 よ りのつ ぎ穂を,1957年 春つ ぎ木 した結果を参考までに記せば,2年 生 クロマツ台に枝っぎ13本 ・活

  着4本,年 内伸 長,5.1cm,1年 生 苗 に芽 つ ぎ13本,活 着2本,年 内伸 長,7.6cmで あ つ た 。



            A No.1樹 幹,樹 高約10. Om

・  B同上つぎ木接… 径{ll部構lm

            C No.2樹 幹,下 部根元直径 44. Ocm(樹 高9.Om)

            D つ ぎ木成木 より採穂'57年 春つ ぎ木した もの('57年11月 撮影)
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目の小苗のTR率 は,こ の苗が鉢植であつたのとつぎ木後1年 目では大 きな影響は現われていない。

            第8表 Metasequoiaと そ の近縁種つ ぎ木水耕苗 のTR率

(A)

   つ ぎ木 のeiせ 罐 直 。m径  苗 。m高 地上部含水率1

台 木i穂 木
.姦 根 元 険 木1穂 木No.・No.・(つ 騨T/R_一一 一 一 一 「

         Sequoia          2    0.52    0.42    0.35     30       6       380.0     1.63

         '/ /°aderulron    2    0.50    0。48    0.10     7      4      390.0    2.11

Metasequaia     勲 瓢,♂ゴπ〃7        2    0.63    0.55    0.50     30      19       442.5     0.70

         Glyptosfrobus     2    0.40    0.37    0.29     20      14       475.0     3.20

         Cryptomeria      2    0.46    0.35    0.20      8       2       444.6     0.66

(B)

                  調 1       苗   高

         種 名 萎 榊 ・ cmNo.1 No.・ 地撃 率 ・/・               一一
         Metasequoio     I  2  1   0.75    1   29    1   21   1     454.5    1   1.38

         Sequoia           2     0.28   旨   10        8         242.4        1.54

         Sequoiadendron     2      0.38    .   16        15         252.9        0.66  C
ont.  1... ..         T

axortium      I  2  1   0.36    1   21   1   20    1     233.3    1   1.19
                           1

         Glyptostrobus      2      0.25    !   24        23         213.3        1.58
                           1

         Crypto〃zθ7勿     2   0.41     13     11      205.8     0.26
                  -一 一..一 一一一一一.一 一...一一.一一一 一

註 Cont.は 台 木 のMetasequoiaと 同 年 令 の も の を川 い た 。 T/R率 は絶 乾 重 量 比 と した 。

 第8表 のつ ぎ木 水 耕 苗 で はMetasequoia台 に α γ似os≠7の 欝 が 根 群 の発 達 が悪 い の に 反 し, Ta-

xodium, Cryptomeriaは 良 くなつ て い る が,こ の つ ぎ木 苗 もつ ぎ木 後1年 目位 で判 然 と しな い。

 第9表 は主 と して1954年 のつ ぎ木 苗 につ い て,つ ぎ木 後2～4年 生育 した もの に つ い て,接 着 部 の

組織 を 調べ るた めに 掘 取 つ た もの につ い て 調査 した もの であ る。

          第9表 Metasequoiaと その近縁種つ ぎ木苗のTRH

鱗r驚 磨1一鴛 儂 錨 論 轟簾 佃
一_一 一 一.一 一 一 一.一 一 一ロー..一..一.______

1953・ ・Sequ. Meta.{1955・8111-一 一138・ ・83.・174・ ・67.・o.・

              1

1955・4  Meta.  Sequ.    1957・11   1   3・6   4・6 ミ 190.0  1.947.0       -   527.0     -    3・7

       Seq.d.'1957.101:215.115.5179.02.849.01.049.0752.01233.O I 3.8          1          1
                  i          i      i            i-一  …i

1954・4  .Meta・ 
ITaxo. i 1955・8  i 2   2・4   2・2 1 133・2 1  248・0    188。0   163・0   73・0    1・5

               _  _ _     1-一_.                                 _i          I      -1

-一一.一..-cryp.一! ;7- 一 割247・ °1 -129.° 一_∫-1.9

 註 T/R率 は生重量比であ らわ した 。

Metasequoiaの さ し木 後1-2生 苗 のTR率 が0.5前 威 あ るの に 対 し,つ ぎ木 後3年 目 の58

9π9ガσ/Metasequoia苗 が3.7で 根 群 の発 達 よ り上 部 の成 長 の方 が大 きい こ とを 示 す 。 しか し この場 合

根 群 の発 達 も極 め て良 い こ とに 注 目 され る(第15図(1)参 照)。

 Sequoiadendron/Metasequoiaも 大 体 に お い てIII者 と同 じ傾 向 を 示 す が,や や 浅 根 性 に な る よ うV'

                                             」
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思 わ れ る(第15図(2)参 照)。Taxodium/Metasequaiaは つ ぎ木 後1年 目位 の根 群 の 発 達 は必 ず し も悪

くない が,既 に 述 べ た 如 くこ れか ら後 で枯 死 す る ものが 多 い。Cryptomeria/Metasequoiaの 根 群 の

発 達 は そ の対 照 に較 べ て悪 くな い。

 Pious属 のつ ぎ木 につ い て は未 だ計 画 的 な調 査 を して い な い の で わ か らな い が,つ ぎ木 後 成長 の良

いP.caribaea/P. Thunbergiiに つ い て み る と,根 元 直 経3. Ocm,苗 高186cmのTR率 は4・2で あ

っ た(第15図(3滲 照)。

 Larix属 の つ ぎ木 苗 のTR率 を1953 L. occidentalis/L.!⑳'oJ6ρ'sに つ い て調 査 した もの が第10

表 で あ る。

          第10表 1953年 つぎ木L.卿 轍麗8廊/ムleptolepisのT/R率

                                   1954年8月20日 調査

響ぺ 毒 響灘 枝儀 礒 嵩 義 蜘
No。 1    1.70     0.85     6.0      384.0      29.6     19.5     29.4     17.6     1.O

No.2  1.53   1.12   8.5   346.0   110.8   62.7   43.2   28。7  2.6

No.5  1.20   0.95   8.0   269.0   68.0   24.8   24.7  ` 12.8  2.8

No。6  1.35   0.80   6.0    97.0    12.8    9.5   17.5   9.5  0。7

*Cont.   1.00     -     -     202.8    62,5   40.0    32.9    17.5   1.9

                     孔

 註 *は 台木 と同一のづがない苗(3本)の 平均を示した。

 これ はLarix属 種 間 のつ ぎ木 後1年 余 りの1例 に過 ぎず 考 察 す る資 料 と して は不 完全 で あ る が,

つ ぎ木 苗 の根 群 の発 達 は悪 い ほ うで は な い。 この こ とは この 組 合 せ のつ ぎ木 苗 が 比XL 1頂 の造 林 試 験

地 で旺 盛 な 成長 を 示 して い る こ とか ら も うな ず け る。

 Roδ 勿勿 属 のつ ぎ木 で は,詳 し く調 査 しな か つ た が,同 種 間 のつ ぎ木 で は,根 系 の 発 達 に 異 状 は認

め られ ず,・異種 間 のつ ぎ木 でR.hispida/R. P. Bessonianaで は 写 真 に 見 られ る よ うな 根 系 とな る。

(第16図 参 照)。

 以上述べたことは断片的な盗料であつて確定的

なことはいえない,つ ぎ木苗の生育の良いものは,

根群の発達も悪 くないが,つ がれた ものの種類に

より地上部の成長が著 しい場合は,TR率 も大 き

くなる傾向があるので,単 にTR率 だけで生育の

良否をきめに くい。

 林木のつぎ木苗について,そ の根群の発達状況

について調査 した資料は少いので,比 較検討する

ことはむずかしいが,果 樹園芸ではつぎ穂が台木

の根群に及ぼす影響について,多 くの報告がある(の)。

すなわちつぎ木の組合せに よりつぎ穂の影響が根

L

[

部に作用 し,つ ぎ穂の親の性質により自根樹に比 し浅根性,深 根性,ま たは直根性,横 出性になつた   楽

り,根 が太 く,ま たは細 くなる。その影響もその組合せ間の相互に影響 し合 うものでなく,一 方的な

場合が多いようである。

 またつぎ木 したことにより根群の発達が悪い場合はつぎ木不親和による場合 も考え られる。
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このように根群に及ぼす影響についてはMetasequoiaと その近縁種のつぎ木その他に見られたが・

瞭 料も少 く,方 法その他についても検討を加える必要があるので個々についての老察は差し控え
3
Dく。林木のつぎ木においてもつぎ木が根群の発達に及ぼす影響については重要な関係をもつ もの

思われる。すなわち・つぎ木苗の使用目的により台木の選択が必要であ り・またつぎ木苗の成長の

,牲 や栄養成長 と開花促進な ど,根 群の発達状態に左右されることも大きいのであるか ら今後の研

璽1査に鮪 したい。

、倍 数 性個 体 の つ ぎ木 の 成 長 状 態

鉢木 の つ ぎ木 で倍 数性 個体 を つ ぎ穂 とした 場 合 の つ ぎ木 苗 は・2倍 体 の そ れ に較 べ て どの よ うな 生

伏態を 示 す か に つ い て 検 討 してみ た 。

まず1952年Colchicine処 理 に よ り誘 発 させ たMetasequoiaの4倍 性 個 体 よ り採 穂 した'54年 つ ぎ

苗の生育 経 過 は 第6図 に 示 した 如 く,'57年 秋 の平 均 成長 がMetasequoia-4X/Metasequoiaの1・7

ζ対 し,2倍 体 のMetasequoia/Metasequoiaは4.2mで2・5倍 の 成長 を 示 し,'56年 つ ぎ木 苗 で は

二Metasequoia-4X/Metasequoiaは164cm,2倍 体 のMetasequoia/Metasequoiaは90cmと4

塚(ウ)のMetasequoiaの 生 育 が良 か つ た が,台 木 の大 き さに よる個 体 差 もあ る もの と思 わ れ る。4倍

のMetasequoiaも つ ぎ木 すれ ば,か な り成 長 す る もの で あ る こ とが知 られ る。

Taxodiumを 台 に'53 Colchicine処 理 に よ り誘 発 させ た倍 数 性 個 体 群 を'56年 春 つ ぎ木 した もの で

'57年秋 の 上長 成長 は42 ,0cmで あ るの に,対 照 のTaxodium/Taxodiumは56・Ocmで あ つ た。

また ク ロマ ツ の'51年 春Colchicine処 理 に よ り誘 発 させ た 倍 数 性 個 体 群 を'56年 春 つ ぎ木 した もの

第10図 に示 した 如 く13.2cmで 同 時 に つ い だ 二倍 性 ク ロ マ ツ/二 倍 性 ク ロ マ ツ の23・6cmに 対 し

長 が劣 る こ とが知 られ る。

嬬 購 造林地 よh抜 されたスギ3倍 体のさし木及びつぎ木を行い,2倍 伽 ・較べて無性輔 能

も生育 も劣ることを認め,そ の原因として細胞分裂の速度が2倍 体 より遅いことにあるのではない
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か と述 べ て い る。 ま た マ ツ で 発( の)芽後,根 系 の 発 達 の悪 い倍 数 休 を健 全 な もび⊃につ ぎ木 して,か な りよ

い もの が得 られ た とい:)報 告 が あ る。

 本 実験 に お い て も4倍 体 のMetasequoiaσ,親 木3. Om,対 照 の2倍 体Metasequ oia 4.35m, TQ-

xodium倍 数 性 個 体 群70cmと40cmの 平均 値 を もつ 群 が あ る こ とか ら,親 木 の 成長 状 態 か ら 見て も

Metasequoia-4Xの つ ぎ木i+一{jの成長 がTaxodiumや クnマ ツの 倍 数 性 のつ ぎ木H一 よ りも成長 が良 い

こ とが 知 られ る。                                          ・

6.つ ぎ木 の 成長 の可 能 性

 異 属 閥 の つ ぎ木 で あ るMetasequoiaと そ の 近 縁 種 のつ ぎ 木 成長 の可 能 性 に つ い て は,今 後 の生育

経 過 に また な け れ ば 決 定 的 に は い え な いが,つ ぎ木 後4成 長 期を 経 た 現 在 の 生育 状 態 か ら%Lる と,

Metasequoiaを 台木 にSequoiaとSequoiadendron(赤 枯 ソiユ」に 対 し ては 極 め て弱 い)及 び ス ギ(上

長 成長 力 が や や に ぶ つ て きた が)と をつ い だ場 合 と,ま たlaxodiumにG砂'OS#0伽Sを つ いだ も

の は 成長 の持 続 性 が あ る よ うに 思 わ れ る。

 林 木 で科Xは 属 を異 に した つ ぎ木 の 例 は11【:代の週 期 を短 縮 す る意 味 で,Slash pineをPicea, Pse-

udotsuga, Chamaecyparisの 稚 苗台 に つ い だ結 巣, Pine, Douglas firと,2種 類 のSpurceに 活着

した とい う報 告( の)があ る。

 ソ連 で は,栄(ゆ)養雑 種 を つ くる 目的 で分 類 的 に 遠 隔 な ものに つ い て の つ ぎ木 試 験 が行 わ れ て い る よ う

で あ る(例SpurceとPine, Corylus spとBetula verrucosaの 交互 のつ ぎ木)。

 本 邦 で は 白 井 氏( の)がコノしクガ シの つ ぎ 木 に ア ラ カ シを 用 いた 例 が ま,るが,現 在 で は 同属 の ウパ メガ シ,

ク ヌ ギが用 い られ て い る。 最 近 で はii Ni/Cの 報( の)告が あ る。 千 葉 氏( の)のスギ台 木 にSequoiadendyonの

報 告が あ るが そ の後 の成 長 状 態 は 判 明 しな い。Metasequoiaと 近 縁 種 の つ ぎ木 の実 膨ミで は, この組

合 せ は活7i"し て もそ の後 の 生育 は 悪 か つ た。

 以 上 の こ とか ら属 間 のつ ぎ 木 で あ る,Metasequoiaと そ の 近 糸薪 膨りつ ぎ 木 が 旺 盛 な 成 長 を す る と

す れ ば,極 め て興 味 あ る 問題 と言 わ な け れ ば な らな い 。

 P勿 〃S属 の種 を異 に した つ ぎ木 は,育 種 の進 ん だ諸 国 で 数 多 く行 わ れ て い るが,成 木 の一 例 として

は ド イツのGrafrathで50--60年( の)前, Mayr氏 に よ りY. styobus台 にP. pence(2), P. Koraiensu

(1)の3本 が そ れ ぞ れ18.0-19.0-18.5mに 成長 した 報 告 が あ るが,ア カ マ ツ, ク ロ マ ツ台 に 外 国 産 マ

ツ を つ い だ報 告 は少 い。

 本 実 験 の結 果 か らは既 に 述 べ た 如 く,つ ぎ木 組 合 せ 数 及 び数 も少 くつ ぎ木 後 日 も浅 い の で,生 育 の

可 能 性 に つ い て は判 定 す る資 料 に 乏 しい。 組 合 せ に よつ て は生 育 も よ く安 定 した状 態 に あ る もの もあ

る の で, iwに 言 え な い が現 在 の 生 育 状 態 か ら総 体 的 にみ て外 国産 マ ツの つ ぎ木 は アカ マ ツ,ク ロマ

ツ台 の み で は な く,外 園 産 マ ツの な か か ら 目的 に 適 応 した 台 木 を 選 ぶ 必 要 が あ る。 例 え ば石 井 氏( の)の報

告 に あ る よ うにPinus属 のSubgenus及 びSectionの 分 類 方式 はつ ぎ木 組 合せ に 必 要 な こ と と思

わ れ る(前 述 のP.strobesと P. penceは 同一Sectionに 属 し,接 着 部 の.L,下 の 肥 大 度 がSe'

ctionの 異るP.加7厩 伽sお の 場 合 ほ ど極端 で な い)。 アカ マ ツ, ク ロマ ツ の間 は 自然 状 態 で ア イグ

ロ マ ツ等 の雑 種 が 出来 得 る程 だ か ら,双 方 何 れ を 台 木 に 用 い て も,つ ぎ木 成 効 率 に は大 きな違 い がな

い の も当然 で あ ろ う。3項 で述 べ た 如 く詩 仙 堂 の マ ツの 成 木 した もの は ク ロマ ツ台 で あつ た 。

 Larix風 の種 聞 の つ ぎ木 は既 に 各 国 で実 用 化 され て い る現 状 か らみ て も, Pinus属 ほ ど の 組 合 せ

に よる不 安 定 さ は な い よ1)で あ る。 本 実験 で は2種 聞 の 組 合 せ で 資料 に 乏 しい が,山 地 植 栽 され た つ

ぎ木 の生 育 状 態 は極 め て安 定 した 状 態 に あ る。

 Robinia属 も種 の異 るR.雇 ⑫ 昭召 に や や不 安 定 な状 態 が 見 られ るほ か,種 内の つ ぎ木 は何 れ も良

い 生 育 状 態 を 示 して い る。

7.つ ぎ木 の 肥 大 と癒 合 状 態 か らみ た 台 木 とつ ぎ穂 の親 和 凄

 接 着 部 と台 木 及 び つ ぎ穂 部 の肥 大 状 況 が,外 部 形 態 か ら 見たつ ぎ木 の親 和 性 及 び 生育 の可 能 性 を判
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1定 す る一 つ の7/'料 とな る こ とは既 に第 皿章 の2に 記 述 した が・ つ ぎ木 接 着 部 の 肥大 の異 常 は多 く不 親

1和 幽 こよ る もの とみ られ る・ た とえば 生 育 の可 能 性 の 少 いMetasequoia台 にTaxodium,σ 砂窃 σ

 styobusの よ りに,接 着 部 の異 常 肥大 或 は台 木 よ りもつ ぎ穂 部 の 著 し く肥 大 す る もの,ア カ マ ツ,ク

 ロマ ッ台 に 外 国 産 マ ツの つ ぎ木 に み られ る よ うに 台 木 に 比 し,つ ぎ穂 部 の著 し く肥 大 傾 向 に あ る もの

 な どが これ で あ る。

  p初 πs属 の つ ぎ木 で も枯 死 す る もの は接 着 部 の異 常 肥 人 と,つ ぎ穂 部 が台 木 よ りも肥 大 す る傾 向 に

 あ る もの が 多 い。(図 版V3参 照)勿 論 こ の よ うな つ ぎ木 現 象 のす べ てが つ ぎ木 不 親 和 に よる もの と

 は いえ な い(つ ぎ木 按 術 に よ り接 着 部 の組 織 癒 合 の良 否 に よる場 合 もあ る か らで あ る)。

  Metasequoiaの 生 育経 過 の項 で 述 べ たWebber氏 の 親 和 の指 標 のCに 相 当す る もの は,林 木 の つ

 ぎ木 で は 共 台(例Metasequoia/Metasequoia)ま た は 類 縁 関係 の 近 い種 閥 の 場 合 以 外 は・ 多 少 台 木

 と上部 の肥 大 度 に差 がつ く場 合 が 多 い の で は あ る まい か,ま た 共 台 や 近 縁 闇 の つ ぎ木 で も台 木 や 穂 木

 の年 令 に よ り差 が で る場 合 もあ り得 る(例Taxodium/Taxodium)。

  台木 と上 部 との肥 大 成 長 の比 較 の例 と して,前 述( の)のLarix 3本 で調 べ られ た結 果で は つ ぎ 木 後 そ

 れ ぞれ12,18,21,の 樹 令 で 台 木 のL.deciduaがL. leptolepisを 上 廻 つ て い る,以 後 は多 少 台 木

 の方が 太 くなつ て い る(胸 高 直X34.0-27.0-29. Ocm)。 Minusで はP. Koraiensis/P. strobesで

 は台 木 の異 常 肥 大 が 見 られ そ の直 径 差 は172mm, P. deuce/P. strobesで は54mmと35mmと な つ て

 いる。 また 詩 仙堂 の ク ロ マ ツに ア カ マ ツ で は台 木 と上 部 との 直径 差 は接 着 部 の 上,下 で90mmと な つ

 てい る。

  以 上 の つ ぎ木 成木 の例 か らみ て も,台 木 と.卜∫部 との直 径 差 は台 木 の太 る場 合 は そ の後 の 成長 を 左 右

 す る要 因 とな らな い よ うで あ る。Metasequoiaと そ の 近 縁 種 及 びP勿 薦 属, Robinia属 の つ ぎ木 に

 お いて も同様 な こ とが言 え る。

  樹 皮 は接 着 部 の と ころ で 台 木 と上 部 の各/rと その 棚 種 特 有 の樹 肌 を示 す が,共 台 の場 合 は 同一 樹 皮

 であ る か ら接 酋 部 も分 らな くな る(図 版 皿(2滲 照)。

  林木 のつ ぎ木 に おけ る接 着 部 の癒 合状 態 は,白 井 氏 が コ ル クガ シの つ ぎ木(ゆラ)でよ く調 べ られ てい る が,

 つ ぎ木 可 能 な組 合せ で もつ ぎ木 按 術 の 巧 拙 に よ る影 響 が 大 きい こ とが 知 られ る。

  また 種 属 の 異 るつ ぎ木 で は第11表 に 示 した ル勲'αsθ9%o勿 と近 縁 種 のつ ぎ木 に見 られ る よ うに,つ

,ぎ 木 の按 術 が 完 全 と思 わ れ る もの で枯 死 す る もの と,つ ぎ木 の 不 完 全 か ら くる もの とが あ るが,こ れ

     第11表 Metasequaiaと 近縁 種のつ ぎ木における枯死せ るものの

             接 着部の癒合状態か らみた比較

  っ ぎ 木 組 合 せ       接 着 部 の 癒 合 状 況

嘉木際  蓉叔繁 A 1・1・  計一.一 一 一一 一 一 一 一.一 一 一 一.一.一 一 一 一一 一 一

  Meta. こ Sequ・  5   1   1   1

   〃  〃 Taxo.  l   l   l   96
-一 一一一 一一 一一一一一一.

   〃    →   clyp.     -      1      2      3

   〃 ご ・ryp.  9  1  1  148

註 1953～'54年 のつ ぎ木苗中'55年 秋 までに枯死せ るものについて調査 したものであ る。

  A:木 質部組織の癒合が完全 と思はれ るもの

  B:木 質部の接合 連絡が創底部か らやや上部に限られ,創 縁部 まで巻 込が至 らない もの

  C:癒 合組織 内の接合に終 り木質部 とは僅に連絡してい るもの
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らはつぎ親和の問題 と関連 して くるもの と思われる。

 図版VでMetasequoiaと その近縁種及びPines属 のつぎ木で,生 育の良い組合せについ て接着

部の癒合状態を示しておいた。これら接着部の癒合状態は今後組織学的に明 らかに したい。

8.台 木の種類が栄養形態に及ぼす影響

 Ro6ゴ短α属のつぎ木において刺の大小などの変化が現われたので,各 組合せの間の刺の大きさとそ

の消 失 及 び 出現 度 に つ い て の べ て お く。 そ の 調 査 結 果 は第12表

の 通 りで あ る。

 まず 刺 の退 化 現 象 に つ い て 見 るに,R. viscosa/R. P. Besso-

nianaの よ うに異 種 間 のつ ぎ木 で は刺 の あ るR. viscosaの 刺

は殆 ん ど 目立 た な い程 少 さ くな る が,R. Pseudoacacia/R. P.

Bessonianaの よ うな 同種 内 の 変種 聞 で は 変化 が な い 。

 またR.viscosa/R. P. Bessanianaの 組 合 せ で刺 が 小 さ くな

つ た ものを つ ぎ穂 に して再 び刺 の あ る異 種 の台 木 に つ ぐ と,つ

ぎ穂 の 伸長 した 部分 の下 部 に 刺 が 目立 つ て くる。1956R. vis・

Cosa/R. P. Bessoniana苗 を 台木 に 再 びRviscosaを つ い で

もR.viscosaの 刺 は小 さ くな らな い が,そ の 逆 す な わ ち'56

R.viscosa/R. P. Bessonianaよ りの つ ぎ穂 をR. viscosa台

につ い で も刺 は 大 き くな らな い。

 E試 験 区 に 見 られ る よ うに 刺 の あ る種 に刺 の な いR.P. Be-

ssoniana,..umbraculiferaを つ ぐ と,い ず れ の場 合 もつ

ぎ穂 の伸 長 した 部 分 の下 部 に 細長 く尖 つ た 刺 が 見 られ るが,上

部 に い くに 従 つ て めだ た な くな る。 ま た この よ うに つ ぎ木 に よ

つ て 動 揺 し易 い 刺 は その 枝 条 の栄 養状 態 に よつ て も形態,大 き

   ・

1ぐ

  {, 一一一 長サ      
i

   P
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r

(1V
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  1

 -.ll.繭 虻   
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   」

凋、
第18図 Robinia属 っ ぎ木苗の

    刺の測定位置

 灘 綴 羅雛  繍 ヒ織 馨1難叢 r灘 鶴難鞭 骨該

1覇 難難 講錘 舞 羅 鍵 総 睡,。,

響 楚騨 羅羅纒 職 聾一
驚 葵響 嚇 蒙華 灘 餐灘 鱗 懸 難灘 難 ・繋 .、,' 灘

              第19図 」肋 δ漉 α 属 のつ ぎ木 に お け る刺 の状 態

         〔1)刺 の 小 さ くな る状 態

          A:R.viscosa  B:'56 R. viscoso/R. P. Bessoniana

          C:Bの つ ぎ木 苗 よ りつ ぎ穂 を と り,Bと 同 じつ ぎ 木 を繰 返 した もの

          D:Cと 同 じ方 法 でR.P, umbraculifera台 につ い だ も の

         ② 刺 の 出 て くる状 態

          A:R.P. umbraculifera  B:R. P. umbraculifera/R. P. unifoliola

          C:R.P, umbreculifera/R. viscosa
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                第12表 各試験区に よる刺の消失及び発現度

   1,(A)っ ぎ木 した もの

       g:fi台つぎ棄の讐せ木鵡 饗 塗 雍叢・隔 要
   ..1955`"4.11^一'15_・R.P. B R. hR. v腿1欠 型 、欠 ・・旨欠X19欠 測R. vの 刺 は 小 さ く退 化 す ・

   犠 ・B一 総;ト1-÷ 冠 一多罪鱗 職 器
   一                              幽一 一一     '一一...-1   1                       - '

            R.P   〃  〃   〃 1〃   〃   、R. Pの 刺はな くな らない

   :i   R.P.s 215.37f1.344,。1.760.4583.81+++++R.P.s 〃

   }・  .. R.P. un 345.38f1.961士i.°zO.40,.・.・1+++++R. P. un 〃
                  .一.一.. 一一.      _. . 一. 一.       1                           ..   _    -    r . 一  ..  一  一  一一       .一 .一  _

3、  R.v 111.5°fO.346・撫 ・一 発講 蒸 避 遡 鐘

一 DR.P.unz R.P 16蝿9、1壷 ・「++++++雛 継 撫 織

   、、 ....・ ・2.74f1.989・1.°50.18・1・・1++ .;の 刺は小 ・・壁 聯 一

∴1㌶講灘1皇難撫                  一....一 一 一 一 一 一

㌦,GiR.P'56R. v/R.P.B・2.13fO.48・°.65fO.17・o.・、++11灘 鰐 灘 齢   

・・ R.P. B
H  'S6 R/R. P:vB「・・珪編 謡 皇河 ・に一一一 麟 撫 麹 癩 マ露

・ .  R.P. um、 〃 旨2・ ±1.0.恥。!。°.740.24,ミ ・・4ト ー 一 一一   〃

   墾    一.一  … 一一 一一一"幽一一一  .一 一 .-  1-一 一一. 一 …  .              .一

   融(B)Cont.(つ ぎ木 しない ものの刺)
              .

,講      1 刺の大きさ及び重さ

饗陸 種 名 乗 痴 奮[・mmlmQ 摘  要
 l         b                        一   .         一 .  一 一   .  1 」一                                     一一     一     一  .      一                     一一            一一一. 一           一  一一 一. ..一      一      一 一 一  一 一           _   一一     一一ゴ

1進 農 瓢 鵠 暖 騰:諺ll窯:273445
07:-1.90.2.蹴ll錨 麟 鵬璽L

   3・'seudoacocia  -.30.7.94f1.27,1.fO.582284.・ 一..….一 一一一一.一.山 一一一 一               一一. 幽一 一 1-.一 一r-一.一 一..一..一 一一一.一...一一.一 一一一 一

    f'R.P. semperfloren・  3・ 8.13f 1.06、 ±1.760.2264・7                                  -一...一..一 一.i

    RP. unifoliola  I30 f1732 fO34610.2

                                __… 一一'"R.viscosa  26 fO.360 fO.3872.2
{ 、、融 つ ぎ木に より刺饒 取1よ 消失 しないもの
       2.Omm^-3. Omm  十 十        5. Omm-一'6. Omm  十 十 十 十 十

  '・三:        3.0   ～4.〇        十 十 →-            6.0   ～7.0        十 十 十 十十 十

   竜         4.0   ～5.0        十 十 十 十

   嘱  つ ぎ木 に よ り刺 の 小 さ くなつ た もの 一 一一 一 一



90

さ に差 異 が 多 く従 つ て平 均 値 の 偏差 の 巾 も大 きい。

 以 上 の こ とか らRobinia属 に 見 られ る栄 養 器 官 の 変 形 で あ る刺 はR. viscosa/R. P. Bessoniano

の よ うな異種 間 のつ ぎ木 で は,つ ぎ木 当年 に 伸 長 す る伎 条 に は殆 ん ど刺 は 児 られ な い程 退化 す る。 ま

た これ を さ し木 した 場 合 は伸 長 す る枝 に は刺 が 殆 ん IUら れ な いが,つ ぎ 木 苗 そ の もの は そ の 翌年 に

仲 長 す る枝 に は またR.viscosa本 来 の刺 が やや め だ つ て くる もの もあ る。 刺 の な い種 類 を 刺 の ある

台 木 に つ ぐ と,そ の 当年 に 伸長 した 幹 の下 部 に 刺 が 見 られ るが_f-hisに は 見 られ な い。 この よ うに栄養

器 官 に 及 ぼ す つ ぎ木 の影 響 は つ ぎ木 当 年 に 最 も強 く現 わ れ,そ の影 響 力 は 同種 間 よ り も異 種 間 の方 に

大 きい よ うで あ る。

 一 般 に トゲ ナ シ アカ シ ア,英 国 トゲ ナ シ ニ セ アカ シ ア と呼 ば れ て い るR.P. BessonianaやR.、P

卸駕加oo%1漉70はR. Pseudoacaciaの 変化 した もの で あ り,栄 養 成長 の 盛 んな よ く充 実 した 枝 を よ

く観 察 してJVる と,極 め て微 細 な 刺 が 見 られ る。 またR. P. Bessonianaの 開 花 結 実 した ものか ら実

生 苗 を仕 立 て て見 る と,R. Pseudoacaciaと 同 じ よ うな 刺 が 発現 す る。

 ま たR.P. Bessonianaの 埋 根 苗 に も2,3年 間 刺 が 見 られ る。 この よ うにRobinia属 の刺 は栄

養 条 件 な どに よ り,ま た は幼 形 に か え る こ とに よ り極 め て動 ぎ易 い性 質 を もつ て お り,つ ぎ木 に よる

栄 養 的 影 響 を 慢 け 易 い の で は な い か と思わ れ る。

 一 般 に つ ぎ穂 は台木 の 性 質 に 近 ず き台 木 は穂 木 の性 質 に近 ず く とい わ れ,本 実 験 で み られ る如 く台

木 の 異 る こ とに よ り,つ ぎ穂 の部 分 の栄 養 形態 の一 部 に影 響 を与 え る こ と もあ り得 る と思 わ れ るが,

台 木 と穂 木 の 仲長 部 が距 離 的 に 遠 ざか るに 従 い そ の作 用 が薄 ら ぐ よ うで あ る。 この 実験 で もつ ぎ 目に

近 い程 影響 力 が 大 きい よ うで 表、つ た 。 林 木 で は この よ うなつ ぎ木 の報 告 が 兄 られ な い の で比 較 出 来な

いo

 (ソ連では一一fill林木のつ ぎ木にお ける栄養的影響についても,っ ぎ木雑種または栄 養雑種 として報告されている

よ うであ る)。

 ii開 花 に 及 ぼ す 影響

1 つ ぎ木 個体 の 開 花 とつ ぎ穂 親 木 の年 令 との 関係

 1Vletasequoiaと その 近 縁 種 の つ ぎ木 で は, X513 に 示 す よ うに,1954年 つ ぎ木 の例 を 見 る とSひ

quoia/Metasequoiaは つ ぎ木 後4年 目で6箇 体 に雄 花 の 開花 が 見 られ,そ の うち2個 体 に は 雌 花 力

着 生 し,1957年 秋 に は球 果 が 得 られ た 。

 普 通Sequoiaの 雄 花 の 開花 は京 都 で は2月10 R jjj後で あ る が,つ ぎ木 した もの は そ れ よ りや や遅

れ,2個 体 は2月 中 旬 ～3月 上 旬 まで 開花 した もの が1,、1られ た。 他 の4個 体 は4月10日 前 後 か ら開葎

現 象 が1己られ た が,こ の場 合 雄 花 は普 通 よ りも小 さ く花 粉 の飛 散 も顕 著 で な く,手 で 蔚 を つ ぶ せ ば花

粉 が 見 られ る程 度 で あつ た。 この よ うな時 期 外 れ の 開 花 現 象 は1952Sequoia/Metasequoiaの 一個 体

に も児 られ,1956年8月 下 旬 ～9月 に わ た り開 花 した こ とが あ る。

 Cryptomeria/Metasequoiaで は ク ロ ー ンか らつ ぎ穂 を とつ た もの(例,雲 通 ス ギ他)は,つ ぎ木

翌年 か ら雌花 の 着 生 が 見 られ た 。 吉 野 産 ス ギ実 生3年 生 苗 よ りつ ぎ穂 を とつ たつ ぎ木 苗 は,雌 花 と雄

花 が 個 体 別 に 異 つ た が,1958花 年 開 花 の もの は,雌,雄 の花 が 同 じ個 体 に着 生 した もの もあ る。

 1954～'56つ ぎ 木 のTaxodium/M8'αs即%o毎, Gzyptostrobus/Metasequpiaは 台 木 の 枝 と 共 生 で 隼

育 して い る が,3年 目か ら雌 花 が 着 生 し始 めた 。 雄 花 は現 在 まで の と ころ着 生 しな い。

 Taxodium/Taxodium, G/yptostrobus/Taxodiumも3年 目か ら雌 花 の 開 花 を 見 て い る が,1954

Taxodium/Taxodiumと1956 Glyptostrobus/Taxodiumに 始 め て1958年 春 開花 す る雄 花 が見 られ

る。 またGlyptostrobus/Taxodiumは 最 初 の 年 は雌 花 の数 が 多か つ た が,翌 年 に な る と栄 養 成 長 力

盛 ん とな り,着 花 数 は減 少 した もの もあ る が,全 部 が 栄 養(体)状 態 に も どる こ とは な い。 こ の場合

開 花 した もの の つ ぎ穂,親 木 の年 令 は い ず れ も30年 あ ま りで あ る。Metasequoia/Metasequoiaで は
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、          第13表 Metasequoiaと その近縁 種のつ ぎ木における開花現象
卜

糠 一 繍 鵜 鵠 ÷ り響 摘 j}li
 見

             i         i

ψ Sequ./Mefa.18111.123.1:l I多1
副                                                                         一                 1     -

1-71{-1囎 隊 曇墨瀦 墨
                               一 一 冒 」一_     -

1954cryp./meta.・ 陰1 -1 .L竺

      Taxo.・Meta.・1}旨1-1217                i

l Taxo./Taxo.、si 41 1 1:l acoil;数
'        1                !      1   5   1  1  1     1  1  1   10        S
                           i                 i
r           i              _.     i.__          _ _ .                                       1

                  3141   1511  1少い榊 で}よ,コ

s Glyp./Taxi.!1⊥-1-33 ⊥1二1 多い1固体では♀2°・内外一
l Cryp./Meta.・34 -11  2°iL

      cryp./Meta. i 313 iI.121ミ
         .一 一                      -                                   1 -      I                           I

      Sequ./Meta.     5      4            1
    1                     1        1          1        1        i

;  1955   - Taxo ./Taxo.一一! . 8  旨一   z  -i  5  i     :      1-.2～3          i一一
                一.                        噛             _  _ 一一一一           一             

E      I              l      i

     Glyp./Meta.     5      2   'i  3        !     1 15--20
                1   ! _ 1       - 一

_Gryp./cryp. 51一.2-・61 .__13～15.一 一:

、  Glyp./Meta. 61212  1  7～8  1
 1956             -           一一 一.                                                    '一一

lF IGIyp./Tax° ・i1212 41  2    多1

 註 本表は京大演習林本i{$jii畑に植えてあるもののみについての観察結果であ る。多は花数の多い ことを示す

R.,   二(に)聯男鶉 譜 ∴ 惚綿 欝 ぎ聯 雅
,諜

1縫(ヤ)花の着 生 を 児た1954Taxodium/Metasequoia, Taxodium/Taxodium, Glyptostrobus/Tσ κo漉%〃3

1につい て は種 内及 び 属 間 の 交配 を行 つ た が,Glyptostrobus/Taxodiumは 球 卜IRま大 き く な つ た が 結

1実せず ,Taxodium/Metasequoia, Taxodium/Taxodiumはr は 大 き『くな らな かつ た。 また1954

抽 脚 如〃2θ吻/Metasequoiaは 雌 花 は そ の ま ま放 置 した が,対 照 の ス ギは 球 果 が 大 き くな つ た が,

・働 吻 。吻 桝 。,卿 副 ま球 果 まで 発育 しな か つ た 。

 "1955Cryptomeria/Metasequoiaに ス ギ とSequoiaの 混 合 花 粉 をか け た 個 体 は球 巣 が 発育 した が

臨1謙 盤 謙 聞野 一 一 一一 ・つ

 

皆アカマ ツ
,ク ロマ ツ を 台木 と して,外 国 産 マ ツ(一 部 国 内産 マ ツを 含 む)の 種 間 の つ ぎ木 の開 花 状

況を第14表 に 示 して お く。
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            第14表 Piuns属 つ ぎ木苗の開花状況

                                     凸

llつ ぎ穂… 誤 麗 叢 靴 悉灘 一
                     1- 一...罰 

 {二b   P.caribaea                             3

Sa,b
c P--  4131112510・2♀ ♂結実

ll P.Bungeann  5 1 3212  羅 実智♂
  a l                I 7 1  1  1 7 1  1  1 2

  b l P.edulis               I    I   I   I  5

 dlCc l                 I   i  I  I   I  I  I s

  ab P. excelsa  6 61 ・l l撫 柳♂

a{bP. Koraiensis  11 115  5 1
                                       」

 {a P.pentcrphy〃Q       5    1  5    3  4    3 1 ♀a結 実

 {b   P.Pinaster                             4            4               ,56♀  ,57♂

  暑P.・tr・bus   22 1  5   条繊 {
 {b   P.sy1ε 杉s'7ぜs                            3            3               ♀

  §P.tnbulnefor≫zis  4  4  417   ♀♂縷 {

 {c  P.Thunbergii                       10        ♀♂結実      l
                   i-               一一      一一

 {a   P.Armandi v. amamiana     5  1          4      i      4              .

{bP. Banksiana    7 311(a    13 113 13
  b   P.Bungecana                            8            5
  c l                I   I  I  I   I  I  I10 15

 {b   P.canariensis                          6         1  4
                        i

 lab P.caribaea   g  l  l      .
:酬 ・P ・densi」1・ra             15 5  2♀ ♂不結実
ト

§{セ 且・伽〃・        4  1、h

{、P. excelsQ       2  2      '
a{9…-   17 11 ・l l   l

、
 {bP.pentaphylla    I  gl  gl S

{a

{bPP:Pinasterpines  11 1°3 41 ・   1                                    .     達

  a                             15    2  13   15        4   10        7   1                    1

  blP.strobes         I  I  I 1 2 1 1  1 2 1 1  1 1
  c l                I   I  I  I   I  I  I12 15

 {b l P.sylvestris            I    I   I   1  4  1   1   1  3

 {cP. tabulaef°rmis        -  6 i  _

 註 。F。b.13^-20.1954                     {
  b=Feb.20^-25.1955

  c:Mar.10.  1956

  開 花 結 実 欄 に年 度 の記 載 の な い もの は記 録 の な い もの で あ る。



                                             93

   954年 つ ぎ木14組 合 せ 中,1955年 に 開花 せ る もの は,ア カマ ツ台 で 雌 花 のみ が1種,雄 花 のみ が3

   雌,雄 の 花 を 見 た の は1種,ク ロマ ツ台 で は雌,雄 花 を 見た もの が2種 で あ る。 うちP.strobus

  両者 いず れ の 台木 で も開 花 した ・

   955年 開 花 し始 め て か ら其 の 後 も個 体 の 増 減 はあ るが 引 続 き開花 を 見 て い る も の は,ア カ マ ツ台

   PBanksiana, P. ezcelsa, P.ρ 飾 如 ρ勿 〃α,ク ロマ ツ台 のP. strobesが あ り,い ず れ もつ ぎ穂

   の年 令 が20～25年 前後 の もの で,若 い親 木 か らの もの はつ ぎ木 の み に よつ て直 ちに 開 花 を.早め る

   は いか な い。 勿 論 ア カ マ ツ,ク ロマ ツ や一 部 の 外 国 産 マ ツで も苗 木 の 時代 か ら雌,雄 花 特 に 雌 花

   生す る もの はあ る。 つ ぎ木 した もの に 開花 せ る もの は雄 花 は か な り多 い が,雌 花 は樹 種 に よつ て

   が2コ ～5コ 位 で あ っ た 。

   ぎ木 に よつ て 開 花 が 早 め られ た と思 わ れ た の は,P. excelsaが つ ぎ穂 親 木 よ りも雄 花 の 開花 が 早

   た の とP.B㈱ 彫oπ α, P. strobesの 親 木 が 既 に 前か ら雌 花 のu生 を 兄,球 漿 も着 生 して いた が

   はつ ぎ木 した もの の方 が 早 か つ た 。 またP.tabulaeformisの よ うに,つ ぎ穂 親 木 は雌 雄 の花

   い て球 果 もつ い て い る の に,つ ぎ木 した 個 体 は まだ 閑 花 しない もの もあ る。1955年,'56年 つ ぎ

   もの も大 体 同 じ傾 向 が 見 られ た。1954P. strobes/P.丁 勉 δ6㎎〃2個 体 の'55年 の 雌 花 か らは,

  年 秋球 果3コ を 得 た が 内2コ か ら有胚 種 子 が1コ に つ ぎ2～3粒 得 られた が,1E常 な もの に較 べ

   や小 さか つ た 。 お そ ら く 自然 交 配 に よつ た種 子 と思 わ れ る(図 版 璽凶 参 照)。 こ の よ う なP.

   busの 開 花 の例 と して,す ぐれ た親(エリ)木よ り採 穂 し,つ ぎ木 後3年 目に 雌 花 が つ ぎ は じ め,5年

   は球 巣 か ら種 子 を 得 る こ とが 出来 た と言 わ れ,そ の7t生 状 況 も本 実 験 のつ ぎ木 苗 と よ く似 て い る。

   年 に 開 花 せ る雌 花 に つ い て は樹 種 毎 に 計 画 的 に 交 配 を行 つ た 。

   ツのつぎ木で開花に閨する報舗 本邦ではま砂 いが,岩 川,渡 辺曲 アヵマツ略 ナ嵯 ク。.

   っぎ木苗の着花状況をみると,つ ぎ木後1年 目から開花するが,雌,雄 花を同時にっけるものは

   。5年 目までの調べでは雄花 または雌花のみのものが蝋,雄 両花のものよりも多 く蒲花率も減っ

   ない。

   実験で も,ス ギ科,マ ツ科 のものはつぎ木個体で一度開花を見たものは,其 の後 も大多数のもの

   数に増減はあるが開花している。またつぎ穂親木の年令が高ければ若い台木についでも多くのも

   開花する。 この場合つぎ木 の組合せが属間,種 聞 とのちがいによる差異があるか どうかについて

   料にとぼしい。

  indquist氏 はつぎ木(レラ)の開花について異つた樹種のつぎ木,す なわちつざ穂 と台木 とが分類学 的

   つた種類につ ぐとよい結果が得 られる。 またつぎ木すると開花が1{1.められることについては,接

   の癒合状態やつぎ穂 と台木の内部構造のちがいなどが役立つと言われ,早 い開花を望むにはっぎ

   木が成熟期に達 していることが必要で,若 い実生苗からのとつたつぎ穂に花を」llくつけさせるこ

   むつか しいと述べている。

   実験におけるつぎ木が開花に及ぼす影響について も,大 体以上のことが裏ずけ られるように思わ

   as>のようなつぎ木の開花現象に関する報告は,林 木の育種の進んだ諸国には多い。その例をあ

   ま・花芽をつけた 勘 脚s伽 伽 を老令木についだ場含 花の発旬 置程がそのまま保たれたが,

   台木についだものは栄養(体)状 態に変つた。 また針葉樹のつぎ木で壮令木からとつたつぎ穂 は,

   糀 に達 しない台木についで晦 年 よく織 するとい う報告が劾, 3°)Pinus irkの根つぎ苗を麟

   個体の枝に合せつぎして,対 照の苗では7年 位 しないと開花 しないが,2年 間で雄花を咲かせた

   うように,一 般につぎ木個体に開花させるには,つ ぎ穂親木が成熟期に達 していることが必要で,

ll着猫 からではつぎ木の緬 ま開花を早めることはむつか い ・カ・諾 い苗のつぎ穂でも齢 木の台木

1に謙 灘 鵜 繍 蜘 … 穂木を…_い__.



94

つ て つ ぎ木 を な し,そ の 生 育 した つ ぎ木 苗の 枝 か ら翌年 また つ ぎ穂 を とる。 こ う した つ ぎ木 を2～3

年 繰 返す と開 花 しな くな り,栄 養 成 長 に も ど る現 象 が 見 られ た。 す な わ ち1955年 春 トゲ ナ シア カ シT

台 に つ いだR.viscosaは 同年 及 び1956年 に 開 花 した が 結 実 は しな か つ た 。1957年 は全 然 開花 しな く}

なつ た の で あ る。 この場 合 目黒 林 業 試験 場 よ り根 萌芽 で殖 され た と思 わ れ るR.雇sρ 昭召 は,何 回つ

ぎ木 を く り返 して も開 花 す るが 根 萌 芽 苗 と同 じ く結 実 は しな い。R. viscosaの つ ぎ木 の例 が も し一艘

針 葉 樹 類 の つ ぎ木 に あ て は ま る とす れ ば,エ リー トよ りの つ ぎ木 を若 い 台木 で繰 返 す こ とに よ り,残

は ク ロー ンの 若 返 りの 一 つ の手 段 とな る か も知 れ な い。

2.つ ぎ木 個 体 の 開 花 とつ ぎ穂 親 木 の 開花ua性 との 関係                  、

 つ ぎ木 個 体 の 開花 とつ ぎ穂 親木 の 開 花 習 性 との間 に どの よ うな関 連 性 が あ るか,つ ぎ木 が さ し木 ど

同 じ く親 木 の性 質 を そ の ま ま受 け つ ぐ もの とす れ ば,ぎ わ め て 興 味 あ る 問題 と言 わ なけ れ ば な らない

 Metasequoiaと そ の近 縁 種 の つ ぎ木 個体 の 開 花 と,つ ぎ穂 親 の開 花 習 性 との 関係 に つ い て は 既 に(ヨわ)、

報 告 した が,こ れ を こ こ に 要約 すれ ば,Metasequoiaと そ の近 縁種 の 開 花 習 性 は個 体 に よる相 違6

あ る と思 わ れ るが,京 大 演 習 林 の 見本 林 及 び理 学 部 植 物 園 に 生育 せ る もの に つ い て の観 察 結 果 か ら,

Sequoiaは 最 初 の花 は雄 花 が 咲 き,雌 花 はそ れ よ り も遅 れ る よ うで あ る。 Taxodium,01yρ ≠OS〃0δ媚

は雌 花 の方 が1"く2～3年 後 で な い と雄 花 は咲 か な い もの の如 く,何 れ も20年 生 前後 に な らな い と成   1

熟 期 に 入 らな い よ うで あ る。                            `  l

Cryptomeriaは 姓 齢 さ しfYで も囎 花 す る・ 淋 時 代 の開 花 酬 ・も雌 花,雄 花 が 別j々に 咲 く・ ll

ものと,両 方の花が着生するものとがある。                        華

 Metasequoiaは4年 生位で雌花が着生 し始めるが,雄 花はBandingし た個体に開花 したのみで灘
31)  _                                           s
る。                                                 崖

 以 上 述べ た 親 木 の開 花 習 性 が,つ ぎ木 した 個 体 に どの よ うな 着 花 状 態 を 示 した か を 簡 単 に 記 ぜ ば   1

(第13表 参 照),Metasequoiaは 現 在 まで の と ころつ ぎ木 した 個 体 に は雌,雄 花 と も7i生 しな い 。 ・

 Sequoiaは 前 述の よ うに 最 初に 着 花 した の は雄 花 で あ つ た。 そ の 翌年 に は雌,雄 の花 を つ け た 個体   黍

もあつたが雄花のみの個体がyカ・つた.1954年 ・55年つぎ木苗で栄赦 長の盛んな個体でも,花 数1ま  繋

少ないが1958年春には殆/.灘 花の創 、をみている。            ・ 曙

 Sequoiaは30年 生 位 の親 木 よ り採 穂 した さ し木asに も,雄 花 を 着 生 した 個 体 を し己出 す こ とは よ くお   1

る。                                             キ  F'

 Taxodiumは 雌 花 は つ ぎ木 の 翌年 か らつ き始 め てい るが,1954年 つ ぎ木 苗 の1個 体 に,1958年 春   懸

雄花が5房 ついているのがある。Glyptostrobusも ついだ ものはToxodiumと 同じ傾向を示 したが,1

1956年Taxodium台 についだものが1958年 春から雄花をつけ始めた。

 Cryptomeriaは 雄花 または雌花のみの もの と,雌,雄 花を同時につけたものとがあつた。

 これ らのことからMetasequoiaと その近縁種のつぎ木では,つ ぎ穂親の開花習性とつぎ木 した個

体 の開花状況 とよく似ている。                            ;

 次にPines属 のつぎ木では, Metasequoiaと その近縁種のつぎ木 とは異な り(第14表 参照)同 →

傾向は認められなかつた。たとえばP.excelsaで は親木で雌,雄 花を着生 しているのに,つ ぎ木し  呼

た個体では現在までのところ雄花しか咲かない。P. strobusは つぎ穂親が雌花のみで雄花の着生 しt

かつたとぎに,つ ぎ木 した個体に雄花の着生をみた。 またP.Banksianaの ようにつぎ穂親は雌

雄花を着生 し結実しているが,つ ぎ木個体では雌花と雄花が別々の個体にTaiぎ,同 時に雌,雄 の花を

つけた個体は現在のところない。                             1

 つぎ木個体の開花現象は勿論このような単純なものでな く,栄 養条件やその他いろいろな要素に糞   1

配されることは云 うまでもない。                        l
w川

,渡 辺 氏 の アカ マ ツ,の つ ぎ木 に よ る と,28婆地 産 ク 。一 ン のつ ぎ木 齢 着 花状 況 は 雌,雄 解
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     同離 つけた ものは着花率か嚇 己ると少ない・ 就 実生苗の着花=fki5zか硯 て・アカマツもスギと同

    ,じく早くか ら雌・雄花をつけるものがあることが知られる。

    《3つ ぎ木か略 られ椛 枷 犠         、    
、,前 項に述べた如 く,つぎ木によつて開花せるものについて花粉を採集 し父配に用いる場合,その花粉

     の特性を知つておくことは極めて重要である・当演習林において得 られたつぎ木の うち・P.s'70伽s,

    ,fp, excelsa, Sequoiaに つ い て才宅枷 大 きさ及 び 形 態iUW'fCを行 つ た そ 嚇 囎 第15蘇 示 す 鋤 で あ

    ,.る(図 版VI参 照)。    r

   .          第15表 っ ぎ木個体花粉 とつ ぎ穂親木花粉 との大 きさ及び特性 の比較    「

           つ ぎ木組合せ 一. 花粉の大きさ  一一韮 粉璽堕 撃_

           樹  種  測定 数 測 定 値 花粉釧 不稔花粉%

        1955 P.strobes/P. Tunbergii      306          7.3±:1.206         319         i.9

        Cont, P. strobes           320      7.3土0.654     301     1.6

㌔  ・  '55P
. excelsa/P. densift。YR  310  6.9士0.559  313  0.3

        Cont.,P. excelsa           I   318   1    6.910.514   1   313   1   0.6

        ,54 Sequoia/Metasequoia           304         13.0±0.873         532        11.8

        Cont. Sequoia              336      13.5±0.857      569      4.1

,  .!    註 Cont,は つ ぎ穂 親 木 測 定 値1:2.5ｵ
    ㍉

    1

   篇 1955P. strobes/P. Thurtbergiiは 対 照 の つ ぎ穂 親 木 よ り も花 粉 粒 の大 き さが不 揃 で あ る。 P. ex-

    lcelsaと 共 に 大 き さに お い て対 照 との 間 に 有 為 の 差 は 認 め られ な い。 Sequoiaは つ ぎ木 せ る もの の花

    1粉 が そ の親 木 の花 粉 よ りも小 さ く対 照 との 間 に1%の 危 険 率 で 差 が 認 め られ た,花 粉 の ば らつ きは よ

    王1く似 て い る。 以.L3種 類 の いず れ の花 粉 も形 態 的 に は 異 常 もな く,正 常 で あ る。 また ア セ トカ ー ミン

    ;で 花 粉 を染 めて 稔 性 度 を 調べ た と ころ,Sequoia/1吻'σSθ 卿0毎 カミ対 照 よ り も少 し稔 性 度 が落 ちた が他

    }の もの で は差 は 少 な かつ た 。

    三                 IV 総      括

 響8, 林 木 のつ ぎ木 は,林 木 育 種 の立 場 か ら も極 め て重 要 な一 部 面 で あ る。 そ の 適 切 な応 用 と発 展 とを 期

 葱 ・ す るた め に は,速 や か に 解 明 しな け れ ば な らな い幾 多 の 問題 が あ る。 本 研 究 に お い て はMetasequoia

 遷  とそ の 近縁 種,Pinus属, Larix属, Robinia属 な どを 材 料 と し,台 木 とつ ぎ穂 との 種 属 聞 に お け

    る種 々な 組 合 せ の つ ぎ木 か ら得 られ る結 果に つ い て,主 と して生 理 的,形 態的 立場 か ら実 験 を行 い次

    の事 を 知 る こ とが で ぎた。

     1)つ ぎ穂 の 含 水 率 とつ ぎ木 苗 の生 育 時 に お け るP32の 移動 と分 布

, ・  Metasequoiaと 近 縁 種 のつ ぎ木 で はつ ぎ木 後 しば ら くの 問 はつ ぎ穂 の 含水 率 は 低 い が,3週 間 目

    頃 か ら増 加 す る。 以 後 つ ぎ穂 の含 水 率 は漸 減 す る傾 向が 見 られた が,そ の後 平 衡状 態 に 入 るの で はな

㌔   い か と思 わ れ る。 つ ぎ穂 の含 水 率 は総 体 的 に ク ロマ ツ の場 合 に比 し低 かつ た。

1   ア イ ソ トー プP32を トレー サ ーに用 い て根 及 び枝 葉 部 よ りのpazの 移 動 分 布 状 態 を調 べ た 結 果,

    つ ぎ木 活着 後 よい生 育 を 示 す つ ぎ木 の 組 合 せ,す なわ ちMetasequoia台 に つ ぎ穂 と してSequoia,

    Sequoiadendron及 びCryptomeriaを 用 いた 場 合 に は,接 着 部 に お け るPazの 通 導 が 大体 に お い て

   一
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障 害 な く行 わ れ る。 こ の結 巣 は 苗畑 に おけ る生 育 結 果 と も よ く一 致 す る。

 つ ぎ木 後 悪 い 生育 を 示 す 組 合 せ,す なわ ちMetasequoia台 にTaxodium, Glyptostrobusを つ い

だ 場 合に は,癒 着部 に お け る水 液 の通 導 が 不 充分 で あ る こ とが 判 明 した。

 2)つ ぎ木 の 成 育 経 過 とつ ぎ木 親 和 との 関係

 Metasequoiaを 台 木 と した近 縁 種 の つ ぎ木 に お いて,つ が れ た もの はSequoia, Sequoiadendron    笥

及 びCryptomeriaの 順 に 生 育 が 良 い。 Taxodium, Glyptostrobusを つ ぎ穂 と した場 合 は,つ ぎ木 当    '1

初 の生 育 は よい が そ の後2～3年 の うち に枯 死 す る もの が 多 い。 しか しTaxodium台 にGlyptost・   糞

robesを つ い だ 場 合 は よ く生 育 す る。

 つ ぎ 木 後4年 闇 に お け る生 育 状 態 か ら,Metasequoiaと 近 縁種 の 類 縁 関 係 の親 疎 を判 定 す る と次 の   、

3群 に 分 け られ よ う。 第1群Metasequoia, Sequoia, Sequoiadendron,第2群Taxodium, Glypto-

strobes,第3群Cryptomeriaと な り既 往 の 形 態 的分 類 結 眼 と一 致 す る。               i!

 Pines属 の つ ぎ木 で は ア カ マ ツ,ク ロマ ツ台 に外 国産 マ ツをつ い だ場 合,つ ぎ木 当初 の活 着 率 はか   1

な りよ いの で あ るが,そ の後 枯 死 す る ものが あ る。

 この 原 因 と して,つ ぎ木 の 技 術 的 問 題 を除 外 す れ ば,つ ぎ木 不 親 和 に よ る接 着部 の癒 合 不 安 定 に よ   声.

る もの と思 わ れ る。                                     捕

 Pious属 は属 内の 種 の 数 が 多 い の で,つ ぎ木 を行 うに は,亜 属 及 び 節 内に お け る 相互 間 の紅 合 せ を    蹴

考 慮す る必 要が あ る。 特 に数 多 い外 国産 マ ツの つ ぎ木 を ア カ マ ツ,ク ロマ ツ台 のみ で行 う こ とは,実   浅

用 的 に 不適 当 な もの も多 い。                                l

 Larix Zeptolepisを 台 木 にL. cccidentalisを つ い だ もの は 好成 績 で そ の 後 の生 育 状 態 も よい。

 Robinia属 は つ ぎ木 操 作 も容 易 で活 着 率 も高 く,つ ぎ木 苗の 生育 状 態 は 同種 闇 あ る い は異 種 聞 いず

れ の 場「合 に お い て も良 好 で あ る。                                  葺

 3)つ ぎ穂 親 木 の年 令 及 び 台木 の種 類 と栄 養 成長 との 関係

 a)Metasequoiaを 台 木 にSequoiaを つ い だ 場 合 は,つ ぎ穂 の親 木 の年 令 に よ るつ ぎ木 の栄 養 成   :

長 の 差 はivら れ な い。 しか しTaxodium,(ilyptostrobusを つ ぎ穂 と した 場 合 に は幼 令 木(若 木 又 は   蒜

苗木)よ りとつ た つ ぎ穂 を用 いた 場 合 の 方 が,成 木 か ら とつ た 場 合 よ り も生 育 が よか つ た 。Pines属   蟻

のつ ぎ木 で も同 様 の結 果 が み られ た。

 b)台 木 の種 類 と生 育 の良 否にf'し てみ る と, Metasequoiaと そ の近 縁 種 の交 五 のつ ぎ木 で は,   黛,

落 葉 性 の 台 に常 緑 の もの を つ い だ場 合 は成長 が 良 く(例Sequoia/1L2etasequoia)こ の逆 の つ ぎ 木 は    鍵

悪 い(例Metasequoia/Sequoia)。 ア カ マ ツ,ク ロマ ツ を 台木 と して 外 国 産 マ ツ をっ い だ場 合,台 木
                                               串,
と して は ア カマ ツ台 よ りク ロ マ ツ台 の 方 が や や す ぐれ て い た。                   糖

 4)つ ぎ木 が 根 群 の 発 達 に 及 ぼ す 影 響

 Metasequoiaと そ の近 縁 種 との つ ぎ木 の場 合 に は,つ ぎ木 後 若 い年 令 に おけ る 調査 に よる と,生

育 の 良 い個 体 で はつ が な い 個 体 に較 べ て 根 系 の 発 達 も悪 くな い 。Larix属 のつ ぎ木 で もつ ぎ木 苗 の根

群 の 発 達 は対 照 に較 べ て悪 くな い。Pines irk,の例 に 見 られ るご と く,つ が れ た もの の種 類 に よ り地 上

部の成長が宮しい場合はTR率 が大 きくなる。                       '、湘

 5)つ ぎ木 と刺の発育                                  葦:

 Robinia属 のつ ぎ木では刺のあるものと刺のないものの組合せによつて,つ がれたものの刺が小さ   頂

くなつたり,現 われた りする興味ある現像がJUら れた。

 6)倍 数性個体のつぎ木                                 ∴

 一般に2倍 体を台木 とし,倍 数休をつぎ穂とした場合 の'f.は 悪 かつ たが,Metasequoiaで は

Taxodiumや クロマツに較べて生育が良かつた。

 7)つ ぎ木が開花に及ぼす影響

                                           ヨ
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1Metasequoiaと ぞ ・逝 縁 編 わつ ぎ木 に おけ る4鱈 畢)糸裡 に よる と,

,ba)雌 雄 花 酬 挫 をみ た も・え)はSequoia, Tax・dium・0砂 渉・StY・bzcs・Crypt・meriaで あ るが ・

"Cyyptomeriaを 除 ぎ いず れ も成 木 か らつ ぎ穂 を とつ た もの で あ る。

  )こ の よ うな 異 属 問 の つ ぎ木 で も幼 令 木(若 木 又 は苗 木)か らつ ぎ穂 を とつ た 場 合 で は,ま だ 開 花

・拶 られ な い・
・'
C)Sequoia, Cゆ 加 吻9万α で は球1具の 着 生 を み た が 不 結 実 で あつ た 。

 物 欝 属 のつ ぎ木 で も同様 な こ とが言 え るが,つ ぎ 穂親 木 よ りも開花 年 令 が 早か つ た もの が あ り,ま

,撚 果 の織 を続 も叫 友・る・

 1っ ぎ木 個 体 に 開 花 した もの の花 粉 に つ い て は次 の こ とを知 つ た。Pines属 の2種 で は,花 粉 の大 き

 惑(し)はつ ぎ穂 親 の1乞粉 と差 が/J:く,Metasequoia台 にSequoiaを つ い だ もの は,つ ぎ穂 親 木 よ り小 さ

 く1%の 危 険 率 で 差 が 認 め らオ暁.
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                                  Summary 

    Recently, in the field of tree-breeding, for the purpose of attaining quick propagation of excellent  IA 
and flower promotion by grafting, seed orchards are highly estimated. Generally, the special characte 

grafting will be represented by the symbiosis of the stock and the scion which have entirely different gi 
types from each other. 

    In the present investigation anticipating its application to tree-breeding, Metasequoia and its  rel, 
species (Sequoia, Sequoiadendron,  Taxodium,  Glyptostrobus and  Cryptomeria), the Pinus (P. strobus and  o 
more than 10 species), Larix (L. leptolepis, L. occidentalis) and  Robinia (R.  viscosa and the other 5 spec 
were used as materials to study the physiological and morphological characters and to clarify relations 
tween vegetative and reproductive growth of the grafts. 

    The result are summarized as follows : 
1) Water contents of the scions and the distribution of  P32 in the grafted  plants  : 

    In grafted plants, in which Metasequoia was used as stock and its related species as scion, the w 
contents of the scions were relatively low at first, but increased afterwards, and seemed to reach 
maximum about 20th day after grafting. 

    In the investgation of the movement of isotope  P32 in the plants, which had been grafted on  t1,1 
sequoia one year ago, it was observed that the conduction at the syndesis part was generally smooth in sci 
of Sequoia,  Sequoiadendron and  Cryptomeria. On the other hand, at the adhesion part in the scions 
Taxodium and Glyptostrobus, and such smooth conductions were not seen. 
2) The growth of the grafted  trees  : 

    In grafting Sequoia, Sequoiadendron and Cryptomeria on  Metasequoia, their growth was generally  gi 
Among these grafting, Sequoia showed the best growth,  Sequoiadendron's growth was less good and  Cry, 

 meria's growth was satisfactory. When  Taxodium and  Glyptostrobus were grafted on  Metasequoia, they g 
well at first,  but most of them died within 2 or 3 years. On the other hand, grafting Glyptostrobus 

 Taxodium was successful, and besides its growth was good. 

   Judging from the relationship between  Metasequoia and its related species in the affinity of graft 
they may be divided into the following three  groups  : Group 1. Metasequoia, Sequoia and Sequoiadendi 
Group 2. Taxodium and  Glyptostrobus. Group 3.  Cryptomeria. 

   This grouping agrees with the  present morphological classification.  When foreign pine-species  w 

grafted on P.  desiflora and P.  Thunbergii, the ratio of the successful grafting was considerably high at 
biginning, but some of them died afterwards. Excluding the problems in grafting technique, this we 
come from the incomplete syndesis due to the ill-affinity, and we need to consider mutual combinations 
subgenus and section in the grafting of pines. 

   In grafting Larix occidentalis on L. leptolepis, the ratio of the successful grafting was high and 
subsequent growth was also good. The grafting of genus Robinia was not only technically simple, but 2 
highly successful, and moreover the growth of the grafted plants was good in both intra- or  inter-spec 

grafts. 
3) The relation between the growth of the grafted, the age of the mother plant from which the  sell 
were obtained and the different species of the  stocks  : 

   When Sequoia was grafted on Metasequoia, the difference of growth based upon the age of the  mod 

plant was not observed, but the scions from the young plants grew better than those from the old ones 
the case of  Taxodium and Glyptostrobus. And in the above mentioned combinations, the evergreen  pla 

grafted on deciduous ones showed good growth (e. g. Sequoia grafted on Metasequoia) while the reve 
combination showed poor growth (e. g. Metasequoia grafted on Sequoia). 

   On the grafting within the genus Pious, it was observed that the scions from the young trees gr 
better than those of the mature trees. Grafting the foreign pine-species on P.  densiflora and P.  Thunbefl 
the former stock exceeded the latter. 
4) The influence of grafting on the growth of  roots  : 

   Within a few years after grafting, the development of root system of the well grown individuals 
not worse than that of non grafted plants. 
5) Grafting between  polyploids 

   When the autotetraploids were grafted on the corresponding diploid stocks, their growth was  genera 

poor, but in  Metasequoia the growth was good compared with  Taxodium and P. Thunbergii. 
6) Grafting and the development of the  prickle  :
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   An interesting fact was observed in the grafting of genus Robinia; namely the  prickles on the scions 

became smaller or marked by the combination between the species with or without the prickle. 
7) Influences of graftage on the  flowering  : 

   The results observed during four years after grafting between  Metasequoia and its relative are shown 

as  follows 
 a) The plants which had the female and male flowers were Sequoia,  Taxxlium, Glyptostrobus and  Cry-

pomeria, and their scions had been taken from the mature wood except  Cryptorneria. 
 b) In the grafting between such different genera (except Cryptomeria), the flowering of the scions taken 

from a young seedling has not yet been observed. 
 c) The cones developed on Sequoia and  Cryptomeria but they were not productive. 

 similar result was observed in the grafting of pines, but some of them flowered a few years earlier 

 Ulan the mother plants from which the scions were obtained and  fructification of cones was seen in some 
 among them. 

   There was no difference in sizes and fertility of pollen grains taken from the flower of the grafted 

plants of I'. excelsa and P.  strobes compared with those of mother plants. But in Sequoia grafted on  Meta-
sequoia, the size of the pollen was considerably smaller than that of the mother plants, and the difference 
was significant at the  1(,),; level.


























